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2020 年９月にサロンを公開しましたが、想定を遙かに超え現在 4,000 名を上回る家族
の方に登録していただきました。多くのご家族にご利用いただき、その社会的ニーズの
高さを改めて認識させられております。

【今回行うみんなねっとサロンの改修について】
皆さまにご利用いただく中で、当初の仕様では、使いづらい点がいくつか出てきました。例え
ば、投稿へのコメントの仕方がわかりづらくコメントなのに新規投稿にしてしまう、など。こ
れらの問題を解決するための改修資金が必要となりますが、財源が不足しております。
ぜひ皆さまにご協力いただき、改善をはかっていきたいと存じます。
ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。

【ご寄附の方法について】
■オンライン決済（下記にアクセスまたは OR コードを読み取ってください）
https://my-site-102920-102211.square.site/
クレジットカードで寄附ができます（VISA、Mastercard、JCB、American Express、
Diners Club）
■郵便振込　００１３０－０－３３８３１７　加入者名 みんなねっと
＊通信欄に「サロン寄附」とご記入ください。
＊（郵便振込のみ）2000 円以上の寄付について寄付証明を発行させていただきます＊（郵便振込のみ）2000 円以上の寄付について寄付証明を発行させていただきます
が、ご不要の場合、「サロン寄付・不要」と通信欄にお入れください。が、ご不要の場合、「サロン寄付・不要」と通信欄にお入れください。
■銀行振込　みんなねっと事務局までお問い合わせください■銀行振込　みんなねっと事務局までお問い合わせください

さまざまな精神障害をもつ人たちの家族を対象に、家族同士が安心して気軽に繋がるこ
とができる、相談・情報交換を行うコミュニティサイトが「みんなねっとサロン」です。
With コロナ時代の新しい家族ピアサポート活動が始まっています。
匿名で全国どこからでも利用できます。スマートフォンで簡単にアクセスできます！

　　　■ご利用方法（無料）
　　　https://minnanet-salon.net/service
　　　（みんなねっとサロンで検索）または
　　　QR コードよりアクセスし、登録してください。
　　　■お問い合わせ
　　　minnanet.salon@seishinhoken.jp（メール）

◆ メルマガ会員募集中 ◆
　みんなねっとでは、メールマガジンを発行しています（無料）。当会の活動だけ
でなく、各都道府県連等関係団体の情報なども随時お知らせします。
　賛助会員の方だけでなく、一般の方も「最新情報がほしい !!」という方も、ご
登録できます。ご登録方法は、みんなねっとのホームページからご覧ください。
Twitter（ツイッター）や LINE（ライン）での情報提供も行っています。

家族向け交流サイトみんなねっとサロン
～親、子ども、きょうだい、配偶者・パートナー等　ご家族の方限定～

オンラインタイプの会員「WEB賛助会員」オンラインタイプの会員「WEB賛助会員」
（年度会費3,600円）募集のお知らせ（年度会費3,600円）募集のお知らせ

～～従来の郵送版ではなくWEB 上から「月刊みんなねっと」を閲覧でき、従来の郵送版ではなくWEB 上から「月刊みんなねっと」を閲覧でき、
スマホや PC、タブレット等からいつでもアクセスOKですスマホや PC、タブレット等からいつでもアクセスOKです～～　　

★申し込み方法★★申し込み方法★

１. 新規でお申し込み１. 新規でお申し込み

みんなねっとのホームページにアクセス→右上の人のマークから個人IDを取みんなねっとのホームページにアクセス→右上の人のマークから個人IDを取
得→賛助会員の申込み（オンラインタイプ）→会費納入確認後に閲覧開始と得→賛助会員の申込み（オンラインタイプ）→会費納入確認後に閲覧開始と
なります。なります。

２.すでに個別賛助会員の方でオンラインタイプへの切り替えをご希望の方２.すでに個別賛助会員の方でオンラインタイプへの切り替えをご希望の方

みんなねっとのホームページにアクセス→右上の人のマークから個人IDを取みんなねっとのホームページにアクセス→右上の人のマークから個人IDを取
得→マイアカウントにログイン→マイアカウント内紫色の賛助会員ご入会済得→マイアカウントにログイン→マイアカウント内紫色の賛助会員ご入会済
の方はこちらより詳細情報を入れて登録→マイアカウント内オンラインタイの方はこちらより詳細情報を入れて登録→マイアカウント内オンラインタイ
プへ変更をクリックから進む→完了→会費納入確認後に閲覧開始となります。プへ変更をクリックから進む→完了→会費納入確認後に閲覧開始となります。

３．家族会・複数賛助会員の方は事務局へご相談ください。３．家族会・複数賛助会員の方は事務局へご相談ください。
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る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
！

　

さ
ら
に
、
宅
急
便
分
の
発
送
を
毎

月
担
当
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、
め
で

た
く
４
名
が
障
が
い
者
雇
用
の
求
人

に
て
採
用
が
決
ま
る
こ
と
が
で
き
た

次
第
で
す
。

　

毎
月
の
作
業
体
験
を
通
じ
て
、
目

標
の
積
み
重
ね
が
継
続
で
き
た
こ
と

で
自
信
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
が
大
き
か
っ
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
約
４
０
０
０
件
を
発
送
し
て

い
る
郵
便
局
分
の
作
業
で
は
、
差
出

表
の
記
入
か
ら
14
パ
タ
ー
ン
あ
る
冊

子
の
計
量
ま
で
事
務
的
な
仕
事
も
付

帯
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
振
込
用
紙

１
枚
が
添
付
さ
れ
る
月
は
、
利
用
者

さ
ん
に
と
っ
て
は
神
経
を
使
う
代
わ

り
に
、
責
任
感
が
持
て
る
や
り
が
い

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
本
文
で
は
書
け
な
い
ほ
ど

多
く
の
作
業
機
会
に
接
す
る
こ
と
が

で
き
て
お
り
ま
す
こ
と
、
本
文
を
持

ち
ま
し
て
心
よ
り
お
礼
並
び
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

日
常
生
活

◆
新
潟
県
　
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
　
本
人

（
50
代
）　

　

今
、
私
に
は
楽
し
み
な
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
一
か
月
に
一
回
外
来
に
通

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
時
に
精
神
科

で
は
な
く
、
循
環
器
の
前
に
寄
る
と

〇
〇
先
生
と
い
う
か
っ
こ
い
い
お
医

者
様
が
い
る
の
で
す
‼

　

も
ち
ろ
ん
私
の
精
神
科
の
先
生
も

と
っ
て
も
か
っ
こ
い
い
お
医
者
様
で

す
け
ど
ね
。
循
環
器
の
病
気
に
な
り

読者のページ

わ
みんなの

「みんなのわ」は、読者のみなさ
んからのお便りや投稿を中心
にご紹介するコーナーです。

○○○○○○○○○みんなのわ○○

「
み
ん
な
ね
っ
と
」の
感
想

◆
東
京
都
　（
福
）
豊
芯
会
ジ
ョ
ブ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業
所
　
支
援
者

（
み
ん
な
ね
っ
と
の
発
送
依
頼
を
し
て
い

る
事
業
所
の
方
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
）

　

今
も
な
お
つ
づ
く
災
禍
の
中
、
お

陰
様
で
ご
利
用
者
様
へ
お
支
払
い
で

き
る
工
賃
が
下
が
る
こ
と
な
く
上
げ



3　みんなのわ 　

た
め
に
無
理
を
さ
せ
て
し
ま
い
、
家

庭
内
が
荒
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
友

人
か
ら
手
渡
さ
れ
た
の
が
「
べ
て
る

の
家
の
非
援
助
論
」
で
し
た
。
病
院

か
ら
処
方
さ
れ
る
投
薬
治
療
し
か
な

い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
世
界
が
広

が
る
思
い
で
し
た
。
次
女
の
幸
せ
が

そ
こ
に
あ
る
と
思
い
、
北
海
道
行
き

を
決
心
し
ま
し
た
。

　

幻
聴
や
妄
想
等
で
問
題
を
起
こ
し

て
い
る
本
人
た
ち
が
、
向
谷
地
生
良

先
生
と
会
話
を
す
る
と
み
ん
な
笑
顔

に
な
る
不
思
議
な
時
間
、そ
れ
が「
当

事
者
研
究
」
で
し
た
。

　

司
会
者
の
向
谷
地
先
生
と
の
会
話

の
や
り
取
り
は
漫
才
の
よ
う
で
、
笑

い
の
渦
が
巻
き
起
こ
り
ま
す
。
特
異

な
行
動
を
す
る
本
人
の
気
持
ち
を
引

き
出
し
、
本
人
た
ち
が
起
こ
す
不
思

◆
大
阪
府
　
朝
か
ら「
午
後
の
紅
茶
」

本
人
（
40
代
）　

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
、

一
言
い
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
ぜ
、
岸
田
政
権
は
、
２
０
２
４

年
秋
に
国
民
健
康
保
険
証
を
廃
止
す

る
の
だ
ろ
う
か
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に

追
い
つ
い
て
い
な
い
病
院
や
、
薬
局

が
あ
る
昨
今
、
ひ
も
づ
け
で
、
国
民

健
康
保
険
証
や
公
的
な
金
融
機
関
に

つ
な
げ
て
、
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い

う
が
、
本
当
に
大
丈
夫
な
の
か
、
真

意
を
問
い
た
い
で
す
。

◆
埼
玉
県
　
岸
澤
マ
サ
子
　
家
族

（
70
代
）　

当
事
者
研
究
と
の
出
会
い

　

次
女
が
統
合
失
調
症
を
発
症
し
、

過
干
渉
の
私
は
早
期
の
社
会
復
帰
の

た
い
ぐ
ら
い
で
す
。

　

何
だ
か
ボ
ー
っ
と
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
け
ど
、
そ
れ
が
ま
た
私
に

は
か
っ
こ
よ
く
見
え
る
の
で
す
。
年

も
決
し
て
若
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
髪

の
毛
も
ボ
サ
ボ
サ
だ
し
。
で
も
誰
よ

り
も
か
っ
こ
よ
く
見
え
る
ん
だ
ぁ
。

で
も
遠
く
か
ら
見
て
い
る
だ
け
で
す
。

　

そ
ん
な
こ
と
が
今
の
私
の
楽
し
み

で
す
。
い
つ
か
声
な
ん
て
か
け
て
み

よ
う
か
な
♥
私
の
片
思
い
♥

○○○○○○○○○みんなのわ○○
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議
な
行
動
や
体
験
の
謎
解
き
が
と
て

も
面
白
く
、
哲
学
者
の
よ
う
な
言
葉

も
生
ま
れ
る
時
間
の
共
有
で
す
。
本

人
た
ち
が
引
き
起
こ
す
困
っ
た
こ
と

を
非
難
し
な
い
の
で
、
取
り
繕
っ
た

り
せ
ず
安
心
し
て
話
せ
る
場
で
も
あ

る
よ
う
で
す
。

　

べ
て
る
で
は
「
三
度
の
飯
よ
り
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
」
と
い
う
言
葉
の
と
お

り
い
つ
で
も
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
話
し

合
い
、
自
分
の
意
見
を
言
え
る
雰
囲

気
が
あ
り
ま
す
。当
事
者
研
究
で
は
、

受
診
の
診
断
名
で
は
な
く
自
己
病
名

で
自
己
紹
介
を
し
ま
す
。
困
っ
た
時

に
助
け
て
も
ら
う
た
め
に
も
有
効
で

す
。

　

次
女
は
「
統
合
失
調
症
日
本
語
失

調
型
」
で
、
会
話
が
か
み
合
わ
な
く

な
る
と
暴
言
や
爆
発
を
し
ま
し
た
。

○○○○○○○○○みんなのわ○○

相
変
わ
ら
ず
遠
隔
操
作
で
娘
の
行
動

を
支
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は

「
あ
り
の
ま
ま
の
娘
を
受
け
入
れ
る

研
究
」
が
私
の
テ
ー
マ
で
す
。

落
ち
着
い
て
ゆ
っ
く
り
考
え
て
話
せ

ば
、
気
持
ち
が
伝
わ
る
の
で
は
な
い

か
と
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　

次
女
が
共
同
住
居
へ
入
居
後
も
、

◆
香
川
県
　
ゴ
マ
ち
ゃ
ん
　
本
人
（
40
代
）　
イ
ラ
ス
ト



5　みんなのわ 　

入
院
に
必
要
な
精
神
科
医
の
診
察
を
受

け
る
も
入
院
に
は
至
ら
ず
。
４
日
息
を

し
て
い
な
い
状
態
で
見
つ
か
り
、
市
内

の
病
院
で
死
亡
確
認
。（
死
亡
診
断
書

に
は
脱
水
症
、
死
因
腎
不
全
）
拘
束
は

延
べ
１
４
０
時
間
を
超
え
、
服
薬
拒
否

も
あ
っ
た
。
亡
く
な
る
ま
で
５
日
間
ほ

ど
食
事
を
と
ら
ず
、
水
も
十
分
に
与
え

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

留
置
場
の
監
視
カ
メ
ラ
に
、
幹
部
を

含
む
署
員
が
男
性
を
蹴
っ
た
り
引
き
ず

っ
た
り
す
る
姿
が
写
っ
て
い
た
。
糖
尿

病
の
持
病
を
把
握
し
な
が
ら
、
薬
の
処

方
な
ど
必
要
な
医
療
を
受
け
さ
せ
て
お

ら
ず
、
県
警
は
署
の
一
連
の
対
応
が
特

別
公
務
員
暴
行
陵
虐
容
疑
に
当
た
る
と

み
て
捜
索
中
。

（
思
う
こ
と
）

＊
長
時
間
の
身
体
拘
束
や
蹴
る
な
ど

◆
愛
知
県
　
岡
崎
地
域
家
族
会
会
長

天
野
喜
代
美
　
家
族
（
70
代
）

【
愛
知
県
警
岡
崎
署
勾
留
中
男
性

（
43
歳
）
死
亡
問
題
に
思
う
】

（
新
聞
記
事
よ
り
）

43
歳
男
性
の
状
況　

２
０
１
７
年
頃

統
合
失
調
症
と
診
断
さ
れ
、
障
害
者
手

帳
２
級
。
２
０
２
１
年
春
頃
に
仕
事
に

就
き
、
２
０
２
２
年
10
月
か
ら
一
人
暮

ら
し
を
始
め
た
（
社
会
福
祉
法
人
が
支

援
）。
糖
尿
病
の
持
病
あ
り
。

経
過　

２
０
２
２
年
11
月
25
日
外
出

時
道
に
迷
い
、
言
動
が
お
か
し
い
な
ど

と
通
報
さ
れ
、
駆
け
つ
け
た
警
察
官
に

棒
を
振
り
回
し
た
と
さ
れ
逮
捕
さ
れ

た
。
保
険
証
・
薬
・
お
薬
手
帳
を
所
持

し
て
い
た
。
28
日
保
護
室
に
隔
離
さ
れ

る
。
保
護
室
で
も
暴
れ
、ベ
ル
ト
手
錠
・

捕
縄
で
拘
束
さ
れ
た
。
12
月
２
日
措
置

○○○○○○○○○みんなのわ○○

の
暴
行
は
、
人
間
と
し
て
の
尊
厳
が

守
ら
れ
て
い
な
い
。

＊
精
神
疾
患
の
あ
る
容
疑
者
ら
を
留

置
す
る
際
の
明
確
な
対
応
ル
ー
ル
作

り
が
必
要
。

　

病
気
で
暴
れ
て
い
る
の
か
、
粗
暴

犯
で
抵
抗
し
て
暴
れ
て
い
る
の
か
判

断
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
専
門
の
嘱

託
医
が
い
れ
ば
す
ぐ
相
談
で
き
る

（
東
京
都
に
は
嘱
託
医
を
置
く
署
も

あ
り
、
愛
知
県
に
は
明
確
な
ル
ー
ル

が
な
い
と
み
ら
れ
る
）。

＊
警
察
官
に
精
神
疾
患
へ
の
教
育
強

化
・
徹
底
、
経
験
の
共
有
が
必
要
。

＊
こ
の
男
性
は
、
発
病
し
て
か
ら
医

療
・
支
援
者
・
家
族
に
守
ら
れ
一
人

暮
ら
し
で
き
る
ま
で
頑
張
っ
て
生
き

て
こ
ら
れ
た
。
ど
ん
な
に
無
念
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
か
。
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韓
国
の
精
神
障
害
者
の
状
況

　

２
０
２
１
年
時
点
で
韓
国
の
障
害

者
の
総
数
は
２
６
４
万
人
で
全
人
口

の
5.1
％
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
障
害
は

15
の
種
別
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
軽
度（
ひ
ど
く
な
い
）と
重
度（
ひ

ど
い
）
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

６
万
２
千
人
の
方
が
精
神
科
病
院
等

へ
入
院
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
２
万

人
以
上
の
方
が
非
自
発
的
入
院
患
者

で
す
。
平
均
入
院
日
数
は
２
０
０
日

を
超
え
、
日
本
の
よ
う
に
長
期
入
院

が
常
態
化
し
て
い
ま
す
。

　

韓
国
で
は
以
前
か
ら
こ
う
し
た
精

神
障
害
者
の
人
権
状
況
に
つ
い
て
、

２
０
０
９
年
と
２
０
２
１
年
に
国
家

人
権
委
員
会
が
報
告
書
を
作
成
し
た

り
、
２
０
１
４
年
に
は
障
害
者
権
利

委
員
会
の
最
初
の
、
２
０
２
２
年
に

は
第
２
・
３
回
併
合
審
査
に
お
け
る

韓
国
に
対
す
る
総
括
所
見
も
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
少
し

ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
精
神
保
健

福
祉
に
関
す
る
改
革
も
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
う
し
た
改
革
の
内
容
と

今
後
の
課
題
を
整
理
し
て
み
ま
す
。

　

精
神
障
害
者
31
万
６
千
名
（
そ
の

う
ち
登
録
障
害
者
は
約
10
万
４
千

名
）
で
、
重
度
の
判
定
を
受
け
た
方

が
約
27
万
４
千
人
、
軽
度
の
判
定
を

受
け
た
方
は
２
７
５
名
、
そ
の
ほ
か

は
判
定
不
可
能
な
ど
で
し
た
。
ま

た
、
２
０
２
１
年
の
精
神
保
健
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
率
は
約
11
％
で
諸

外
国
に
比
べ
て
低
調
で
す
。そ
し
て
、

障
害
者
権
利
条
約
～
韓
国
の
家
族
と
の
交
流

▒
特
集
▒

韓
国
の
精
神
医
療
保
健
福
祉
の
現
状

～
国
連
障
害
者
権
利
委
員
会
の
勧
告
を
受
け
て
～

Ｄ
Ｐ
Ｉ
日
本
会
議　

議
長
補
佐　

崔
　
栄
繁
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ま
し
た
。
こ
の
法
律
の
入
院
制
度
は

任
意
入
院
（
自
意
入
院
）
の
ほ
か
、

３
つ
の
非
自
発
的
入
院
の
仕
組
み
が

あ
り
ま
し
た
。
①
保
護
義
務
者
に
よ

る
入
院
（
保
護
入
院
）（
第
24
条
）、

②
市
・
道
知
事
に
よ
る
入
院
（
行
政

入
院
）（
第
25
条
）、③
応
急
入
院
（
第

26
条
）の
３
つ
で
、特
に
問
題
に
な
っ

て
き
た
の
が
保
護
義
務
者
に
よ
る
入

院
制
度
で
す
。
６
カ
月
以
上
入
院
が

継
続
さ
れ
る
場
合
に
は
精
神
保
健
審

判
委
員
会
の
審
判
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
あ
ま
り
に
形
式

的
な
も
の
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
国
家
人

権
委
員
会
の
勧
告
や
憲
法
裁
判
所
の

精
神
保
健
法
第
24
条
１
項
２
項
は
憲

法
不
合
致
決
定
（
２
０
１
６
年
）、

２
０
１
４
年
の
障
害
者
権
利
員
会
の

韓
国
に
対
す
る
総
括
所
見
で
の
非
自

発
的
入
院
制
度
の
廃
止
が
勧
告
さ
れ

て
お
り
、
旧
精
神
保
健
法
の
改
正
が

実
現
し
ま
し
た
。

精
神
健
康
福
祉
法
の
主
な
内
容

　

ま
ず
、
精
神
疾
患
者
の
定
義
を
改

正
し
、
精
神
疾
患
者
の
概
念
を
縮
小

し
ま
し
た
。
深
刻
な
精
神
疾
患
の
な

い
人
に
対
す
る
各
種
の
資
格
や
職

業
、
公
職
か
ら
の
排
除
か
ら
の
保
護

お
よ
び
非
自
発
的
入
院
の
対
象
者
の

範
囲
縮
小
を
狙
っ
た
も
の
で
す
。

　

入
院
手
続
き
も
変
わ
り
ま
し
た
。

非
自
発
的
入
院
を
減
ら
す
た
め
、
同

意
入
院
制
度
が
新
設
さ
れ
（
第
42

条
）、
保
護
義
務
者
に
よ
る
入
院
制

度
も
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
入
院
要
件

の
強
化
、診
断
入
院
手
続
き
の
導
入
、

精
神
保
健
法
の
全
面
改
正 

　
ー
精
神
健
康
福
祉
法
へ

　

２
０
１
６
年
に
大
き
な
動
き
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
精
神
保
健

法
を
全
面
改
正
し
「
精
神
健
康
増
進

及
び
精
神
疾
患
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

支
援
に
関
す
る
法
律
」（
精
神
健
康

福
祉
法
）
が
同
年
５
月
に
制
定
さ

れ
、
２
０
１
７
年
５
月
よ
り
施
行

さ
れ
た
の
で
す
。
旧
精
神
保
健
法

は
１
９
９
５
年
12
月
に
制
定
さ
れ

１
９
９
６
年
12
月
に
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
法
律
が
地
域
社

会
で
の
日
常
生
活
の
回
復
や
復
帰
と

い
う
こ
と
よ
り
病
院
や
施
設
で
の
隔

離
治
療
に
重
点
を
お
い
て
き
た
こ
と

で
、
社
会
か
ら
分
離
や
排
除
す
る
結

果
を
招
い
た
と
の
批
判
が
さ
れ
て
き
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専
門
医
２
名
に
よ
る
診
断
、
継
続
入

院
周
期
の
短
縮
、
入
院
適
合
性
審
査

制
度
の
導
入
の
５
つ
の
点
で
す
。

　

そ
し
て
、
一
番
注
目
さ
れ
る
の
が

入
院
適
合
性
審
査
制
度
の
導
入
で

す
。
非
自
発
的
入
院
に
つ
い
て
は
、

入
院
適
合
性
審
査
委
員
会
に
よ
っ

て
、
入
院
が
適
当
で
あ
る
か
ど
う
か

入
院
適
合
性
審
査
を
受
け
る
も
の
で

す
。
各
国
立
精
神
病
院
等
、
政
令
で

定
め
る
機
関
の
中
に
、
委
員
長
を
含

め
10
名
以
上
30
名
以
内
の
委
員
で
構

成
す
る
入
院
適
合
性
審
査
委
員
会
を

設
置
し
（
第
46
条
）、
入
院
や
療
養

院
の
入
所
に
つ
い
て
適
合
性
を
審
査

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
制

度
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
提
供
の
根
拠
規
定
が
新
設
さ
れ
、

精
神
障
害
者
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
の
根
拠
規
定
が
で
き
た
こ
と
も

大
き
な
特
徴
で
す
。

　

改
正
後
、
非
自
発
的
入
院
患
者
の

割
合
は
大
き
く
減
る
な
ど
の
成
果
も

出
ま
し
た
。
病
床
数
も
減
っ
て
き
て

い
ま
す
が
、
入
院
患
者
数
は
あ
ま
り

減
っ
て
い
な
い
し
、
平
均
入
院
日
数

も
世
界
的
に
見
れ
ば
最
長
と
な
っ
て

い
ま
す
。

第
２
回
３
回
障
害
者
権
利
員
会
併
合

審
査
の
総
括
所
見
と
今
後
の
課
題

　

２
０
２
１
年
に
は
国
家
人
権
委
員

会
か
ら「
精
神
障
害
者
人
権
報
告
書
」

が
発
行
さ
れ
、
２
０
２
２
年
９
月
、

障
害
者
権
利
委
員
会
か
ら
第
２
回
３

回
併
合
審
査
に
お
け
る
総
括
所
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
一
定
の

改
革
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
平

均
入
院
日
数
の
問
題
や
地
域
生
活
の

た
め
の
福
祉
の
充
実
な
ど
多
く
の
課

題
を
抱
え
て
お
り
、
勧
告
は
ま
だ

ま
だ
改
革
途
上
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
２
０
２
２
年
９
月
に
貴
会
小
幡

事
務
局
長
ほ
か
の
皆
さ
ん
と
韓
国
の

状
況
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ

の
際
の
韓
国
の
障
害
者
団
体
の
レ
ク

チ
ャ
ー
で
は
、
保
護
者
に
よ
る
保
護

者
入
院
制
度
を
廃
止
す
る
検
討
が
始

ま
っ
た
と
い
う
情
報
が
あ
り
ま
し

た
。
日
本
も
参
考
に
な
る
韓
国
の
改

革
は
今
後
も
注
視
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
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障
害
者
権
利
条
約
と
人
権

　

一
般
社
団
法
人
精
神
障
害
当
事
者

会
ポ
ル
ケ
（
以
下
、
ポ
ル
ケ
）
は
国

連
障
害
者
権
利
条
約
の
実
施
に
向
け

て
各
種
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
実
施
さ
れ
た
障
害
者
権
利
条
約

の
日
本
政
府
の
審
査
に
際
し
て
は
、

ス
イ
ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
を
訪
問
し
て

現
地
で
の
ロ
ビ
ー
活
動
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
障
害
者
権
利
条
約
は
、

２
０
０
６
年
に
国
連
総
会
に
て
採
択

さ
れ
た
21
世
紀
初
の
国
連
人
権
条
約

で
す
。
人
類
が
獲
得
し
て
き
た
人
権

に
つ
い
て
、
障
害
の
あ
る
人
た
ち
に

も
広
く
享
受
で
き
る
よ
う
に
世
界
各

国
で
の
変
革
が
進
ん
で
い
ま
す
。
精

神
障
害
の
領
域
で
は
、
精
神
科
病
院

で
の
非
自
発
入
院
や
侵
襲
的
治
療
、

虐
待
や
長
期
に
お
よ
ぶ
入
院
収
容
な

ど
が
世
界
各
国
で
も
課
題
視
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
の
審
査
に
よ
り
、
日

本
政
府
に
は
国
連
か
ら
こ
の
領
域
を

含
む
90
以
上
の
勧
告
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
次
回
の
審
査
を
迎
え

る
２
０
２
８
年
に
向
け
て
の
い
わ

ば
、「
宿
題
」
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

国
際
的
な
規
範
に
則
っ
た
障
害
者
の

権
利
と
尊
厳
が
確
立
さ
れ
る
施
策
の

推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

条
約
審
査
と
医
療
保
護
入
院
制
度

　

こ
の
障
害
者
権
利
条
約
の
審
査
で

す
が
、
批
准
を
し
た
国
に
対
し
て
国

連
障
害
者
権
利
委
員
会
か
ら
定
期
的

に
行
わ
れ
る
ル
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま

す
。
日
本
の
お
隣
の
韓
国
で
は
早
期

に
批
准
し
て
い
た
た
め
、
す
で
に
２

回
の
審
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、韓
国
は
第
二
次
世
界
大
戦

前
の
歴
史
的
な
経
緯
の
た
め
、日
本
と

近
い
法
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。世
界

的
に
も
稀
有
な
制
度
と
さ
れ
て
い
る

精
神
科
医
療
に
お
け
る
医
療
保
護
入

院
制
度
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。し
か
し

２
０
１
６
年
、韓
国
で
は
こ
の
医
療
保

護
入
院
制
度
に
つ
い
て
、憲
法
裁
判
所

韓
国
の
市
民
社
会
か
ら
学
ぶ
障
害
者
権
利
条
約
の
実
施

一
般
社
団
法
人
精
神
障
害
当
事
者
会
ポ
ル
ケ　

代
表
理
事　

山
田
悠
平
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に
お
い
て
画
期
的
な
司
法
判
断
が
下

さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
は
、強
制
入
院
を

定
め
た
現
行
の
法
律
条
項
は
「
憲
法

に
合
致
し
な
い
」と
判
断
し
法
改
正
を

求
め
る
と
い
う
内
容
で
、９
人
の
裁
判

官
が
全
員
一
致
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

決
定
文
書
に
は
以
下
の
よ
う
な
具
体

的
な
懸
念
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
（
引

用
：
「
新
・
精
神
医
療
ル
ネ
サ
ン
ス
」

２
０
１
６
年
10
月
７
日　

医
療
・
健

康
・
介
護
の
コ
ラ
ム
よ
り
）。

　
「
精
神
保
健
法
は
、入
院
治
療
・
療

養
を
受
け
る
ほ
ど
の
精
神
疾
患
が
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
は
、

具
体
的
な
基
準
を
提
示
し
て
お
ら
ず
、

精
神
科
専
門
医
の
精
神
疾
患
の
所
見

が
あ
れ
ば
、誰
で
も
保
護
入
院
と
な
る

可
能
性
が
あ
る
。ま
た
『
患
者
自
身
の

健
康
や
安
全
、他
人
の
安
全
の
た
め
に

入
院
を
行
う
必
要
が
あ
る
場
合
』と
い

う
保
護
入
院
の
要
件
も
非
常
に
抽
象

的
で
、こ
れ
を
判
断
で
き
る
具
体
的
な

基
準
も
設
け
ら
れ
て
い
な
い
」

　
「
精
神
科
専
門
医
が
、自
分
の
経
済

的
利
益
の
た
め
に
診
断
権
限
を
乱
用

し
て
い
る
場
合
、現
行
の
精
神
保
健

法
で
は
こ
れ
を
防
ぐ
方
法
が
な
い
」

　
「
保
護
義
務
者
２
人
が
精
神
科
専

門
医
と
共
謀
し
た
り
、
幇ほ

う

助じ
ょ

・
容
認

を
受
け
た
り
し
て
、
精
神
疾
患
患
者

を
保
護
入
院
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
は
実
際
に
頻
発
し
て
社
会

問
題
と
な
っ
た
。
ま
た
、
民
間
の
移

送
業
者
に
よ
る
患
者
の
不
法
な
移

送
、
監
禁
や
暴
行
な
ど
の
問
題
も
頻

繁
に
発
生
し
て
い
る
」

山田悠平さん
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訪
韓
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
よ
り
詳
し
く

知
る
た
め
に
昨
年
の
９
月
に
日
韓
精

神
障
害
者
交
流
事
業
と
題
し
て
、
障

害
者
団
体
の
メ
ン
バ
ー
や
学
識
経
験

者
、
そ
し
て
み
ん
な
ね
っ
と
の
小
幡

事
務
局
長
に
も
ご
参
加
を
い
た
だ

き
、
ポ
ル
ケ
は
韓
国
へ
の
訪
問
団
を

派
遣
し
ま
し
た
。
関
係
者
に
ご
尽
力

を
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
に
ご
縁
を

い
だ
い
て
い
た
韓
国
の
精
神
障
害
者

団
体
や
家
族
会
の
メ
ン
バ
ー
の
面
々

や
、
日
本
の
条
約
審
査
を
担
当
し
た

障
害
者
権
利
委
員
会
委
員
の
キ
ム
・

ミ
ヨ
ン
さ
ん
ら
と
懇
談
の
機
会
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
印
象

的
だ
っ
た
の
が
、
韓
国
で
は
精
神
障

害
の
当
事
者
団
体
と
家
族
会
が
協
働

し
て
、
法
制
度
改
革
の
た
め
の
働
き

か
け
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
そ
れ
ま
で
の
経
緯
も
い
ろ
い
ろ

と
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
当
事
者
が

安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
医
療
を
整
え

る
こ
と
を
家
族
会
と
し
て
も
望
ん
で

い
て
、
制
度
の
拡
充
が
必
要
と
力
強

く
訴
え
て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
こ
の
一
連
の
取
り
組

み
に
関
す
る
報
告
集
会
を
２
月
に
実

施
し
ま
し
た
。
当
日
の
模
様
の
配
信

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ご
関
心
あ
る

方
は
ポ
ル
ケ
の
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー

ム
よ
り
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

日韓精神障害者交流事業のみなさま

ポルケ
QRコード
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山
田
さ
ん
、
崔
さ
ん
ら
と
共
に
日

韓
精
神
障
害
者
交
流
事
業
に
参
加
し

ま
し
た
。当
事
者
や
関
係
者
の
他
に
、

韓
国
の
家
族
会
代
表
、
ソ
ウ
ル
市
の

家
族
会
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
の
で
、
短
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
家
族
会
同
士
の
意
見
交
換
の
機
会

を
得
ま
し
た
。

　

韓
国
と
日
本
は
、
違
い
は
あ
り
ま

す
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
見
れ

ば
非
常
に
似
て
い
る
文
化
を
も
っ
て

い
ま
す
。

　

精
神
障
が
い
者
に
対
す
る
諸
施
策

は
日
本
を
参
考
に
つ
く
ら
れ
て
い
ま

す
。韓
国
は
儒
教
的
な
背
景
も
あ
り
、

家
族
が
障
が
い
者
に
対
す
る
諸
課
題

を
背
負
う
状
況
は
共
通
し
て
い
ま
す
。

家
族
の
状
況
は
日
本
と
ほ
ぼ
同
じ

　

先
ず
私
か
ら
日
本
の
状
況
と
お
聞

き
し
た
い
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

　
「
精
神
科
へ
の
最
初
の
医
療
ア
ク

セ
ス
を
家
族
が
担
う
こ
と
が
多
い
で

す
。
そ
の
際
に
、
障
が
い
者
本
人
が

受
診
拒
否
す
る
な
ど
の
状
況
で
は
、

入
院
の
た
め
に
家
族
が
強
制
介
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
が

の
ち
に
家
族
間
の
禍
根
と
な
る
ケ
ー

ス
が
多
々
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
退
院
時
に
家
族
が
受
け
入

れ
拒
否
を
す
る
と
退
院
で
き
な
い
な

ど
の
事
例
も
少
な
く
な
い
で
す
。

　

社
会
的
責
任
の
施
策
が
な
い
た

め
、家
族
に
そ
の
責
任
を
負
わ
せ
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。ス
テ
ィ
グ
マ

（
差
別
・
偏
見
）と
あ
い
ま
っ
て
、社
会

的
な
孤
立
状
態
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、同
居
す
る
際
に
は
、経

済
的
心
理
的
に
疲
弊
し
、ケ
ア
ラ
ー

で
あ
る
家
族
ら
も
精
神
疾
患
予
備
軍

に
陥
り
や
す
い
状
況
も
あ
り
ま
す
。」

　
「
韓
国
で
、
病
識
が
な
い
ま
た
は

急
性
期
の
障
が
い
当
事
者
の
医
療
ア

ク
セ
ス
・
入
退
院
の
実
情
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。
韓
国
に
お
け
る

家
族
と
の
同
居
率
や
家
族
が
受
け
ら

れ
る
支
援
策
な
ど
の
状
況
を
教
え
て

日
韓
精
神
障
害
者
交
流
事
業
～
韓
国
の
家
族
会
と
の
意
見
交
換

み
ん
な
ね
っ
と
事
務
局
長　

小
幡
恭
弘
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く
だ
さ
い
」

　

こ
れ
に
対
し
て
韓
国
の
家
族
会
の

方
た
ち
か
ら
は
次
の
趣
旨
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
韓
国
で
も
、
日
本
と
ほ
ぼ
同
じ

よ
う
な
状
況
に
あ
り
、
入
院
に
つ
い

て
も
家
族
が
関
与
し
て
い
る
こ
と

（
崔
さ
ん
の
文
書
参
照
く
だ
さ
い
）。

退
院
時
も
ほ
と
ん
ど
家
族
が
受
け
入

れ
る
こ
と
。
ま
た
、
家
族
に
対
す
る

支
援
制
度
は
全
く
な
い
た
め
、
財
政

的
に
も
苦
慮
す
る
こ
と
。
偏
見
も
根

強
い
こ
と
か
ら
、
家
族
が
抱
え
る
こ

む
こ
と
は
日
本
と
同
じ
で
す
」

　
「
精
神
障
が
い
者
本
人
に
対
す
る

施
策
（
サ
ー
ビ
ス
制
度
）も
確
立
し
て

い
な
い
の
で
、精
神
障
害
者
手
帳
の

申
請
（
発
病
診
断
書
の
全
記
録
が
必

要
）も
意
味
が
な
い
に
等
し
い
と
の

理
解
か
ら
、ス
テ
ィ
グ
マ
も
相
ま
っ

て
、当
事
者
の
手
帳
申
請
は
烙
印
を

押
す
よ
う
な
こ
と
に
な
り
か
ね
な

ず
、家
族
が
反
対
す
る
ケ
ー
ス
は
珍

し
く
な
い
よ
う
で
す
。基
幹
サ
ー
ビ

ス
な
ど
、登
録
が
な
い
と
利
用
で
き

ま
せ
ん
が
対
象
と
さ
れ
る
９
割
は
未

登
録
で
す
」と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

理
念
的
に
は
韓
国
が
先
行
⁈

　

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
、
韓
国

で
は
既
に
障
害
者
権
利
条
約
に
基
づ

く
審
査
が
３
回
分
お
こ
な
わ
れ
て
い

ま
す
。
当
事
者
・
家
族
、
市
民
団
体

も
建
設
的
に
課
題
を
解
決
し
て
い
こ

う
と
、
声
を
あ
げ
、
主
張
を
し
っ
か

り
と
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
故
に
国

も
障
害
者
権
利
条
約
の
実
施
に
む
け

た
具
体
的
な
成
果
を
獲
得
し
よ
う
と

の
姿
勢
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
非
自
発
的
入
院
の
比

率
は
２
０
１
６
年
の
61
％
か
ら

２
９
２
１
年
に
は
34
％
に
押
し
下
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
も
背
景
に
、

医
療
保
護
入
院
制
度
に
つ
い
て
は
最

高
裁
判
所
が
司
法
判
断
を
示
さ
れ
る

な
ど
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
も
、
関
係
機
関
の
み
な
ら

ず
、行
政
と
政
治
と
一
体
と
な
っ
て
、

精
神
医
療
保
健
福
祉
を
本
質
的
に
展

開
さ
せ
て
い
く
に
は
、
対
立
で
は
な

く
建
設
的
に
声
を
出
し
続
け
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

小幡恭弘さん
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バ
ン
ザ
ー
イ

　

ず
っ
と
気
に
な
っ
て
い
た
季
節
の
衣
替
え
。

　　

晴
れ
た
日
に
、
使
わ
な
く
な
っ
た
衣
類
を
す
べ
て
洗
濯
し
、
乾
か
し

て
防
虫
剤
を
添
え
箪た

ん

笥す

に
し
ま
う
。
そ
し
て
季
節
に
合
っ
た
衣
類
を
取

り
出
し
、
ハ
ン
ガ
ー
に
か
け
て
並
べ
る
。

　　

気
持
ち
が
清
々
し
て
、思
わ
ず
「
バ
ン
ザ
ー
イ
」
と
言
っ
て
し
ま
う
。

　

こ
れ
で
明
日
か
ら
安
心
し
て
過
ご
せ
る
。
こ
の
と
き
、
元
気
で
生
活

を
管
理
で
き
る
幸
せ
を
体
全
体
で
感
じ
る
。

　

別
の
日
、
人
か
ら
頼
ま
れ
た
仕
事
が
予
想
外
の
出
来
事
で
遅
れ
た
り

し
な
い
よ
う
に
、
早
め
に
取
り
掛
か
っ
て
や
っ
と
仕
上
が
り
、
無
事
に

多事彩々多事彩々
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届
け
終
わ
っ
た
と
き
、「
バ
ン
ザ
ー
イ
」
と
心
で
叫
ん
で
伸
び
を
す
る
。

　　

夜
は
安
ら
か
な
気
持
ち
で
布
団
に
入
り
、
心
地
よ
い
熟
睡
に
身
を
ゆ

だ
ね
て
、
し
ば
し
我
を
忘
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
気
に
か
か
っ
て
い
る
用
事
や
仕
事
を
順
番
に
、
一
つ

ひ
と
つ
優
先
順
位
を
決
め
心
を
込
め
て
片
づ
け
る
。

　

気
に
か
か
る
こ
と
が
す
っ
か
り
な
く
な
り
、
こ
の
世
の
務
め
か
ら
解

放
さ
れ
身
軽
に
な
れ
る
日
を
夢
見
て
、
今
日
一
日
を
懸
命
に
生
き
る
。

　

あ
る
日
は
、思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
温
か
い
心
の
結
び
つ
き
を
知
り
、

嬉
し
さ
の
あ
ま
り
、
バ
ン
ザ
ー
イ
と
言
う
こ
と
も
あ
る
。

　

余
生
は
毎
日
、
バ
ン
ザ
ー
イ
の
連
呼
で
明
け
暮
れ
る
。（

野
村
忠
良
）
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諦あ
き
ら

め
た
く
な
い
し
、
Ｂ
型
事
業
所
で

単
純
作
業
を
す
る
気
に
も
な
れ
な
い

か
ら
、が
ん
ば
っ
て
通
学
を
続
け
る
、

と
言
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

お
父
様
か
ら
み
る
と
、
幻
聴
も
あ

り
、
疲
れ
や
す
く
て
授
業
を
受
け
た

り
文
献
を
読
ん
だ
り
す
る
の
が
難
し

そ
う
な
の
で
、
し
ば
ら
く
デ
イ
ケ
ア

に
通
う
の
も
仕
方
な
い
か
な
と
感
じ

て
い
る
そ
う
で
す
。

◆
相
談
員
の
対
応

　

お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

ご
本
人
は
Ａ
氏
の
文
学
に
心
酔
し
て

い
て
、そ
の
研
究
が
何
よ
り
の
喜
び
に

な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。そ
し
て
、大

学
院
ま
で
進
み
た
い
と
願
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

　

お
父
様
の
お
話
を
う
か
が
っ
て
い

◆
相
談
内
容

　

あ
る
お
父
様
か
ら
相
談
が
あ
り
ま

し
た
。

　

大
学
在
学
中
の
ご
子
息
が
突
然
、

統
合
失
調
症
に
な
り
、
本
人
の
今
後

の
人
生
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
っ

た
ら
よ
い
か
、
お
父
様
が
担
当
の
医

師
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
相
談
し
た
と

こ
ろ
、
精
神
障
害
者
と
し
て
の
サ
ー

ビ
ス
を
使
い
な
が
ら
無
理
を
せ
ず
、

生
活
の
自
立
に
む
け
て
準
備
を
し
て

は
ど
う
か
、と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

大
学
の
授
業
に
つ
い
て
い
く
の
が
無

理
で
あ
れ
ば
、
休
学
し
て
病
院
の
デ

イ
ケ
ア
や
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
に
通

う
こ
と
も
勧
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

ご
本
人
は
、
現
在
取
り
組
ん
で
い

る
外
国
の
古
典
作
家
Ａ
氏
の
研
究
を

《第 47回》　

我が道を貫
つらぬ

く
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みんなねっと
相談室から

気
に
出
会
っ
て
、そ
の
信
念
は
揺
れ
て

い
る
、と
に
か
く
無
事
で
生
き
て
い
て

く
れ
た
ら
、そ
れ
だ
け
で
も
い
い
の
か

な
、と
も
思
っ
て
い
る
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。

　

や
が
て
結
論
が
自
然
に
ま
と
ま
り
、

次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

と
に
か
く
、ご
本
人
の
決
断
に
従

い
、ご
家
族
は
ご
本
人
の
夢
が
か
な
う

こ
と
を
願
っ
て
最
善
の
協
力
を
し
て

ゆ
く
。

◆
後
日
談

　

何
年
か
経
っ
た
頃
、お
父
様
か
ら
相

談
、と
い
う
よ
り
、ご
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。あ
ま
り
に
う
れ
し
い
結
果
が
出

た
の
で
、お
電
話
を
く
だ
さ
っ
た
そ
う

で
す
。

　

お
話
に
よ
る
と
、ご
子
息
は
少
し
時

て
、相
談
員
は
お
父
様
と
一
緒
に
、ご

本
人
が
幸
せ
と
感
じ
ら
れ
、自
信
が
も

て
て
実
現
可
能
性
の
あ
る
人
生
設
計

が
で
き
な
い
も
の
か
と
考
え
ま
し
た
。

　

多
く
の
統
合
失
調
症
の
方
は
、経
済

的
自
立
を
優
先
さ
せ
た
支
援
を
受
け

て
就
職
を
目
指
し
ま
す
。そ
れ
ま
で
の

人
生
で
興
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、

余
暇
に
た
し
な
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、相
談
者
の
ご
子
息
は
止や

む
に

止や

ま
れ
ぬ
深
い
尊
敬
と
愛
着
を
Ａ
氏

に
抱
き
、一
生
涯
、優
れ
た
研
究
に
取

り
組
み
た
い
と
い
う
熱
い
志
を
も
っ

て
い
ま
す
。統
合
失
調
症
の
発
症
に
動

揺
し
つ
つ
も
、志
か
ら
離
れ
る
こ
と
を

躊ち
ゅ
う

躇ち
ょ

し
て
い
ま
す
。

　

お
父
様
は
人
間
と
し
て
、尊
厳
の
あ

る
人
生
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る

が
、統
合
失
調
症
と
い
う
初
め
て
の
病

間
は
長
く
か
か
り
ま
し
た
が
無
事
に

大
学
院
を
卒
業
さ
れ
、作
家
の
Ａ
氏
に

関
す
る
博
士
論
文
で
博
士
号
が
取
れ

た
そ
う
で
す
。ご
本
人
は
感
謝
と
満
足

に
満
た
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

勉
学
中
に
外
国
語
が
堪た

ん

能の
う

に
な
っ

た
の
で
、今
後
は
翻
訳
な
ど
の
仕
事
で

稼
ぎ
な
が
ら
、無
理
を
し
な
い
で
ゆ
っ

た
り
と
暮
ら
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

お
父
様
は
本
当
に
う
れ
し
く
て
、支

援
の
方
針
が
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た

と
い
う
実
感
を
深
く
か
み
し
め
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

相
談
員
と
し
て
も
、明
る
い
情
報
を

い
た
だ
き
、心
か
ら
う
れ
し
く
思
い
ま

し
た
。

（
野
村
忠
良
）
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か
ら
か
、妙
に
自
立
心
が
養
わ
れ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。兄
は
と
い
う
と
高
校

時
代
は
柔
道
部
に
入
り
、大
学
は
関
西

の
理
系
の
大
学
に
入
学
し
、平
凡
な
幸

せ
な
家
族
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

兄
の
変
化

　

そ
の
幸
せ
が
崩
れ
た
の
は
、
兄
が

大
学
３
年
の
時
、
元
来
ま
じ
め
で
お

と
な
し
い
性
格
で
、
大
学
は
卒
業
し

た
も
の
の
、
社
会
の
荒
波
に
は
到
底

耐
え
ら
れ
な
い
繊
細
な
心
の
持
ち
主

で
し
た
。
兄
の
変
化
に
気
づ
い
た
の

は
、
26
歳
の
時
で
、
家
族
と
い
う
も

の
は
あ
ま
り
に
も
近
く
、
病
気
を
病

気
と
気
づ
く
こ
と
も
、
仮
に
病
気
と

わ
か
っ
た
と
し
て
も
、
受
け
入
れ
る

こ
と
が
で
き
な
い
存
在
だ
と
思
い
知

ら
さ
れ
ま
す
。
家
族
は
兄
の
不
穏
な

状
態
に
一
喜
一
憂
し
、
仕
事
に
就
い

た
と
い
っ
て
は
喜
び
、
辞
め
た
と

い
っ
て
は
嘆
く
毎
日
で
し
た
。

病
気
と
わ
か
っ
て
家
族
会
へ

　

兄
が
病
気
で
あ
り
、
何
ら
か
の
治

療
が
必
要
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
発
病
し
て
約
20
年
後
の
こ
と

で
す
。
た
ま
た
ま
引
っ
越
し
先
の
兵

庫
県
三
木
市
で
家
族
会
の
立
ち
上
げ

に
保
健
師
さ
ん
が
関
わ
っ
て
お
ら

れ
、
縁
あ
っ
て
入
会
し
ま
し
た
。

　

今
思
え
ば
、そ
れ
は
ラ
ッ
キ
ー
な

こ
と
で
す
。何
故
な
ら
、病
気
と
い
う

も
の
は
病
院
で
治
す
も
の
で
あ
り
、福

祉
で
安
心
し
た
生
活
を
過
ご
す
な
ど

と
い
う
考
え
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た

か
ら
で
す
。元
気
な
頃
の
兄
の
姿
が
家

族
の
脳
裏
に
残
り
、今
の
兄
は
別
人
の

よ
う
に
見
え
て
い
ま
し
た
。精
神
病
院

に
初
め
て
入
院
し
た
時
も
不
思
議
な

　

私
の
家
族
は
両
親
が
愛
媛
県
か
ら

神
戸
に
赴
き
夫
婦
で
船
乗
り
を
し
て

い
ま
し
た
。兄
は
、幼
少
の
頃
、水
上

ホ
ー
ム
と
言
う
施
設
で
生
活
し
て
い

た
ら
し
く
、仕
事
優
先
の
時
代
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
と
想
像
し
ま
す
。７
歳
年
下

の
私
が
生
ま
れ
た
時
に
は
小
さ
な
ア

パ
ー
ト
を
借
り
、兄
と
二
人
暮
ら
し
と

言
う
の
か
、両
親
は
手
持
ち
の
船
で
生

活
を
す
る
と
い
う
、変
わ
っ
た
形
態
の

生
活
で
し
た
。親
が
夜
間
い
な
い
生
活

　
兄
か
ら
学
ぶ
こ
と　

新
銀
輝
子

そ
の
そ
の

子
ど
も
・
き
ょ
う
だ
い
・
配
偶
者

子
ど
も
・
き
ょ
う
だ
い
・
配
偶
者

家家
族族いい
いい
ろろ
ろろ3535
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も
の
で
、自
分
の
兄
だ
け
は
場
違
い
な

の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。ど
ん

な
に
重
症
で
あ
っ
て
も
、家
族
と
い
う

も
の
は
そ
の
よ
う
に
見
え
て
し
ま
う

も
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

病
気
の
苦
し
み
以
上
に
苦
し
ん
だ

の
は
、社
会
の
偏
見
で
す
。母
は
処
方

さ
れ
た
薬
の
袋
を
細
か
く
ち
ぎ
り
、

ト
イ
レ
に
流
す
と
い
う
こ
と
を
繰
り

返
し
て
い
ま
し
た
。隠
す
と
い
う
行

為
は
、す
る
本
人
も
さ
れ
る
本
人
に

も
苦
し
み
を
植
え
つ
け
ま
す
。平
凡

な
家
族
は
先
の
見
え
な
い
暗
い
ト
ン

ネ
ル
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
も

の
で
し
た
。そ
し
て
、笑
い
の
消
え
た

家
族
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

家
族
会
は
希
望
の
光

　

そ
ん
な
頃
に
家
族
会
に
巡
り
合
え

た
の
で
す
。同
じ
悩
み
を
持
つ
家
族
が

す
。「
絵
の
世
界
で
は
自
由
に
な
れ
る

ん
や
」兄
は
そ
う
い
っ
て
い
ま
し
た
。

わ
か
り
合
え
る
社
会
に　

　

最
近
思
う
の
は
、お
互
い
を
知
ろ

う
と
す
る
努
力
な
く
し
て
、世
界
は
開

か
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。一
人
一

人
の
違
い
を
理
解
し
あ
い
、わ
か
り
合

お
う
と
す
る
姿
勢
が
ま
す
ま
す
求
め

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま

せ
ん
。精
神
障
害
と
い
う
言
葉
は
心
に

重
く
響
く
け
れ
ど
、経
験
し
た
こ
と
の

な
い
こ
と
を
経
験
し
た
人
と
し
て
、そ

の
言
葉
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
、健
常
者

と
い
う
言
葉
は
健
常
者
側
の
思
考
に

よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、兄
か
ら
学

ん
だ
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。痛
み
を
わ

か
っ
て
い
る
本
人
が
世
に
出
て
真
実

を
話
せ
る
世
界
に
な
れ
る
こ
と
を
心

か
ら
望
ん
で
い
ま
す
。

目
の
前
に
い
る
。両
親
も
私
も
夢
中
で

家
族
会
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。そ
れ

は
、も
が
き
苦
し
む
も
の
が
唯
一
希
望

の
光
を
見
出
す
よ
う
な
も
の
で
す
。悲

し
み
や
苦
し
み
を
バ
ネ
に
し
て
無
認

可
の
作
業
所
づ
く
り
に
も
参
加
し
ま

し
た
。現
在
は
三
木
市
で
法
人
格
を
と

り
精
神
障
害
者
福
祉
の
先
駆
け
と
し

て
頑
張
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
兄
を
通
じ
て
精
神
障
害
の
世

界
を
見
た
の
は
、10
代
の
頃
で
し
た
。

幼
少
の
頃
に
親
代
わ
り
の
よ
う
に
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
兄

が
、
目
の
前
で
壊
れ
て
い
く
姿
を
見

て
私
が
感
じ
た
思
い
は
社
会
へ
の
不

信
で
し
た
。「
兄
が
何
を
し
た
と
い

う
の
だ
ろ
う
」
と
心
か
ら
怒
り
を
感

じ
た
も
の
で
す
。

　

兄
は
、水
彩
画
を
好
ん
で
描
き
ま
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８年目を迎えたリカバリーカレッジ※

「たちかわ」という〈学び舎〉

リレー連載「リカバリーをめぐって、対話のように」㉚

（対話）干場英治・山本俊爾・岩谷潤

《
対
話
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
》

干
場
英
治
（
ほ
っ
し
ー
）

Ｗラ

ッ

プ

Ｒ
Ａ
Ｐ
（
元
気
回
復
行
動
プ
ラ
ン
）

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
研
修
を
修
了
。

生
活
訓
練
施
設
「
す
ぺ
ぃ
ろ
」に
通
所
し

た
後
、
２
０
２
２
年
か
ら
リ
カ
バ
リ
ー
カ

レ
ッ
ジ
「
た
ち
か
わ
」に
学
生
と
し
て
参

加
。現
在
は
事
務
局
と
し
て
活
動
。

山
本
俊
爾（
や
ま
も
と
　
し
ゅ
ん
じ
）

P

パ

ル

ケ

a
rq

u
e
t

グ
ル
ー
プ
理
事
・
精
神
保
健

福
祉
士
。障
害
福
祉
に
携
わ
る
中
で
障
が

い
者
施
設
の
限
界
に
気
づ
き
、
２
０
１
５

年
に
小
松
廣
美
さ
ん
（
故
人
）ら
と
リ
カ

バ
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
「
た
ち
か
わ
」を
開
設
。

岩
谷
　
潤
（
い
わ
た
に
　
じ
ゅ
ん
）

一
般
社
団
法
人C

こ

む

か

O
M

H
C

a

共
同
代
表
・

精
神
科
医
。

リ
カ
バ
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
に
参
加
し
て

岩
谷　

カ
レ
ッ
ジ
に
参
加
し
た
き
っ

か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ほ
っ
し
ー　

山
本
さ
ん
の
声
か
け

で
す
ね
。当
時
は
Ｗ
Ｒ
Ａ
Ｐ
に
夢
中

だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、リ
カ
バ
リ
ー

を
も
っ
と
知
り
た
い
と
い
う
の
と
、

い
つ
も
名
前
が
出
て
く
る
小
松
廣
美

学
長
（
当
事
者
・
故
人
）に
会
い
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

山
本　

こ
う
い
う
話
っ
て
ほ
と
ん
ど

し
て
な
い
よ
ね
（
笑
）。

岩
谷　

山
本
さ
ん
は
、
声
を
か
け
た

と
き
の
気
持
ち
を
覚
え
て
い
ま
す
？

山
本　

福
祉
の
事
業
所
っ
て
受
け
身

で
も
過
ご
せ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思

う
ん
で
す
。
で
も
元
気
に
な
っ
て
こ

ら
れ
る
と
、
受
け
身
の
ま
ま
だ
と

※
リ
カ
バ
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
…
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
（
い
い
感
じ
で
い
る
こ
と
）
を
テ
ー
マ

に
、
立
場
や
障
害
の
有
無
を
超
え
て
だ
れ
も

が
互
い
の
経
験
を
持
ち
寄
っ
て
学
び
あ
え
る

活
動
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
に
始
ま
り
、
日
本
で

も
10
か
所
ほ
ど
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
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リ
ー
を
語
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
、自

分
の
過
去
を
掘
り
起
こ
す
と
、思
い

出
し
た
く
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
り
す

る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。過
去
に
と
ら

わ
れ
な
い
で
自
由
に
な
り
た
い
、と

い
う
の
が
僕
に
は
あ
っ
た
ん
で
す
け

ど
、こ
こ
で
学
ん
で
い
て
、そ
れ
は
不

可
能
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
た
ん

で
す
ね
。嫌
な
過
去
に
も
付
き
合
っ

て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う

覚
悟
を
決
め
さ
せ
て
く
れ
た
。も
う

一
つ
、何
が
あ
ろ
う
と
人
と
の
縁
を

き
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を

す
ご
く
学
び
ま
し
た
。今
、僕
に
い
ち

ば
ん
合
っ
て
い
る
の
は
「
ご
ち
ゃ
ま

ぜ
コ
ト
コ
ト
」と
い
う
言
葉
で
す
。

ジ
ャ
ス
ト
フ
ィ
ッ
ト
で
す
（
笑
）。

山
本　

小
松
学
長
の
言
葉
で
す
。小

松
さ
ん
っ
て
ほ
ん
と
に
垣
根
が
な
い

人
で
、病
気
が
あ
る
と
か
な
い
と
か
全

く
関
係
が
な
か
っ
た
。近
く
に
い
る
と

自
然
に
人
が
混
ざ
り
合
う
感
じ
。社

会
っ
て
元
々
ご
ち
ゃ
混
ぜ
な
ん
だ
け

ど
、福
祉
と
か
医
療
っ
て
そ
れ
を
一

旦
、疾
患
が
あ
る
と
か
な
い
と
か
で

分
け
て
か
ら
、イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン

と
言
っ
て
も
う
一
度
混
ぜ
る
。そ
う
い

う
、よ
く
わ
か
ん
な
い
こ
と
を
し
て
い

る
。小
松
さ
ん
の
言
う「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
」

は
、最
初
か
ら
皆
が
混
ざ
っ
て
る
ん
で

す
。そ
れ
を
じ
っ
く
り
煮
込
ん
で
い
く

こ
と
を
「
コ
ト
コ
ト
」っ
て
。

岩
谷　

い
ろ
い
ろ
や
っ
て
い
く
中
で

ち
ょ
っ
と
物
足
り
な
く
な
る
。
ま
わ

り
の
人
の
お
世
話
を
焼
き
始
め
た
り

（
笑
）。
そ
ん
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
全

国
の
学
生
さ
ん
の
お
世
話
を
し
て
み

な
い
？
っ
て
誘
っ
て
。

ほ
っ
し
ー　

安
心
し
て
参
加
で
き
た

ん
で
す
け
ど
、学
び
の
深
さ
は
「
す

ぺ
ぃ
ろ
」と
違
い
ま
し
た
ね
。「
す

ぺ
ぃ
ろ
」で
は
当
事
者
の
方
が
メ
イ

ン
で
す
が
、カ
レ
ッ
ジ
は
そ
う
い
う

バ
リ
ア
や
枠
が
な
い
。利
用
者
、当
事

者
と
い
う
言
葉
す
ら
存
在
し
な
い
。

誰
で
も
い
ろ
ん
な
こ
と
を
し
ゃ
べ
れ

る
ん
だ
よ
と
い
う
世
界
観
。も
っ
と

早
く
知
っ
て
い
れ
ば
、と
思
い
ま
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は 

「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
コ
ト
コ
ト
」

ほ
っ
し
ー　

リ
カ
バ
リ
ー
ス
ト
ー

ほっしーさん
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カ
レ
ッ
ジ
は
手
作
り
の
学
び
舎
と
い

う
こ
と
も
言
っ
て
い
て
、
入
る
と
、

こ
こ
だ
、こ
れ
こ
れ
っ
て
感
じ（
笑
）。

苦
手
だ
っ
た
人
と
仲
良
く
な
っ
た
ら

と
て
も
深
い
仲
に
な
っ
た
り
す
る
。

そ
う
い
う
学
び
も
し
て
い
ま
す
。

岩
谷　

そ
れ
が
、
ち
ゃ
ん
と
人
と
か

か
わ
っ
て
い
る
っ
て
い
う
こ
と
な
ん

リ
カ
バ
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
の
運
営
は
変

わ
っ
て
き
た
ん
で
す
か
？

山
本　

最
初
は
本
当
に
手
探
り
で
、

や
る
な
ら
ち
ゃ
ん
と
し
た
も
の
を
、

と
い
う
意
識
が
強
か
っ
た
で
す
。で

も
だ
ん
だ
ん
、カ
レ
ッ
ジ
と
し
て
は

こ
れ
が
足
り
な
い
、あ
れ
が
足
り
な

い
、と
引
き
算
の
発
想
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。３
年
目
ぐ
ら
い
に
は
家
で

シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
な
が
ら
「
違
う
、

違
う
、施
設
じ
ゃ
な
い
も
の
を
や
り

た
か
っ
た
の
に
」っ
て
大
声
を
出
し

た
り
し
て
て
（
笑
）。今
は
、運
営
す
る

コ
ア
メ
ン
バ
ー
に
誰
で
も
な
れ
る
。

そ
の
分
い
ろ
ん
な
こ
と
が
起
こ
り
ま

す
が
、そ
れ
だ
け
人
が
活
躍
で
き
る
。

ほ
っ
し
ー　

以
前
は
、
い
ろ
ん
な
個

性
を
も
っ
と
生
か
せ
る
場
所
っ
て
な

い
の
か
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

で
し
ょ
う
ね
。

ほ
っ
し
ー　

ま
わ
り
か
ら
個
性
が
出

て
く
る
の
で
、
毎
週
、
新
し
い
発
見

が
山
ほ
ど
出
て
き
ま
す
。

山
本　

障
が
い
者
施
設
の
よ
う
に
枠

組
み
が
決
ま
っ
て
い
る
と
、そ
の
人

が
元
気
に
な
っ
て
き
て
活
躍
し
よ
う

と
す
る
と
枠
に
ぶ
つ
か
る
ん
で
す
。

で
も
こ
こ
で
は
、参
加
す
る
方
が
や

り
た
い
こ
と
、や
れ
る
こ
と
で
活
躍

し
て
も
ら
え
る
か
ら
、足
し
算
に
な

る
ん
で
す
よ
ね
。例
え
ば
映
像
編
集

が
得
意
な
ほ
っ
し
ー
さ
ん
が
い
る

と
、そ
こ
が
充
実
す
る
。集
ま
る
人
で

集
合
体
の
輪
郭
が
作
ら
れ
て
い
く
。

小
松
元
学
長
の
言
葉
に
導
か
れ
て

山
本　

日
本
に
な
か
っ
た
も
の
な
の

で
紆
余
曲
折
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、

小松廣美さん（左）と山本さん
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け
生
き
生
き
と
で
き
る
か
、
と
い
う

ふ
う
に
考
え
て
い
く
べ
き
な
ん
だ
け

ど
、
そ
れ
が
な
か
な
か
難
し
い
。
何

に
力
を
入
れ
る
の
か
っ
て
い
う
の
が

す
ご
く
変
わ
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

山
本　

そ
う
で
す
ね
。
す
ご
く
揺
ら

さ
れ
て
、
試
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
で
も
指
針
は
ず
っ
と
前
か
ら
小

松
さ
ん
が
出
し
て
く
れ
て
て
。
自
分

の
役
割
は
、
こ
こ
の
活
動
が
内
向
き

に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
、
今
は
そ

れ
だ
け
か
な
と
思
い
ま
す
。

ほ
っ
し
ー　

リ
カ
バ
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ

と
い
う
言
葉
で
く
く
る
の
は
き
っ

と
、
ち
ょ
っ
と
違
う
。
唯
一
無
二
の

学
び
舎
と
い
う
印
象
で
す
。
そ
こ
に

居
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
い
ろ
ん
な

人
に
知
っ
て
ほ
し
い
、
体
験
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

岩
谷　

学
び
舎
だ
っ
た
り
個
性
だ
っ

た
り
っ
て
い
う
本
当
に
大
切
な
こ

と
っ
て
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
い
う

領
域
に
く
く
ら
れ
な
い
ん
で
す
ね
。

僕
も
現
地
で
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、

そ
こ
に
い
る
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や

人
間
味
を
す
ご
く
感
じ
ま
し
た
。
僕

も
、
そ
れ
を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
松
さ
ん
は
常
に
、
あ
せ
ら
ず
じ
っ

く
り
、
み
ん
な
仲
間
だ
か
ら
一
緒
に

や
っ
て
い
け
ば
い
い
じ
ゃ
ん
、
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。

岩
谷　

小
松
さ
ん
の
言
う
こ
と
は

ず
っ
と
変
わ
ら
な
か
っ
た
ん
だ
。

山
本　

15
年
ぐ
ら
い
の
つ
き
合
い
で

し
た
け
ど
、
ス
タ
ン
ス
は
ず
っ
と
変

わ
ら
な
か
っ
た
で
す
ね
。
で
も
、
す

ぐ
に
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で

個
性
を
発
揮
で
き
な
か
っ
た
と
い
う

思
い
を
抱
え
て
い
る
人
が
集
ま
る

と
、
よ
う
や
く
見
つ
け
た
こ
の
場
は

私
た
ち
の
も
の
っ
て
、
内
向
き
に
な

り
や
す
い
気
が
し
ま
す
。
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
業
界
の
人
だ
け
だ
と
つ
い
、

施
設
的
な
発
想
に
な
り
や
す
い
と
自

戒
を
込
め
て
思
い
ま
す
。

岩
谷　

そ
の
場
に
い
る
人
が
ど
れ
だ

岩谷潤さん

リ
カ
バ
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
「
た
ち
か
わ
」
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

h
ttp

:/
/
re

c
o
v
e
ryc

o
lle

g
e
.jp

/

ta
c
h

ik
a
w

a
/
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瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
の
四
国
側

の
玄
関
口
で
あ
る
愛
媛
県
今
治
市
。

今
回
は
、
タ
オ
ル
の
産
地
と
し
て
も

有
名
な
こ
の
地
に
あ
る「
職
人
集
団
」

と
い
う
Ｂ
型
事
業
所
の
活
動
を
紹
介

し
ま
す
。

大
人
に
な
っ
て
も
支
援
を
続
け
た
い

吉
井　

私
た
ち
の
法
人
で
あ
る
合
同

会
社
発
達
の
木
は
、２
０
１
４
年
に
発

12
月
に
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所

「
職
人
集
団
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。現

在
の
登
録
は
身
体
障
害
・
精
神
障
害
・

知
的
障
害
を
あ
わ
せ
て
20
名
弱
で
す
。

「
職
人
集
団
」
に
込
め
ら
れ
た
想
い

吉
井　
「
職
人
集
団
」と
い
う
事
業
所

名
は
取
引
先
で
あ
る
企
業
や
地
域
社

会
か
ら
頼
り
に
さ
れ
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
＝
職
人
で
あ
り
た
い
と
い

う
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。職

人
集
団
で
は
利
用
者
さ
ん
を
「
ワ
ー

カ
ー
さ
ん
」と
呼
び
ま
す
が
、そ
れ
も

一
緒
に
仕
事
を
す
る
仲
間
と
い
う
こ

と
か
ら
で
す
。そ
し
て
活
動
理
念
は

「
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
あ
り
が
と

う
の
言
葉
を
も
ら
え
る
仕
事
を
し
よ

う
」で
す
。エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
と
は
、仕

事
を
い
た
だ
い
て
い
る
お
客
様
や
企

達
障
害
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
放
課

後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
立
ち
上
げ
た
の

が
始
ま
り
で
す
。当
初
、対
象
は
小
学

生
か
ら
高
校
生
で
し
た
が
、そ
の
後
は

就
学
前
の
子
ど
も
た
ち
に
も
サ
ー
ビ

ス
を
広
げ
て
い
き
ま
し
た
。そ
し
て
、

子
ど
も
た
ち
と
関
わ
る
中
で
、子
ど
も

が
成
長
し
て
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
卒
業
し
て
も
支
援
が
継
続
で
き
る

取
組
み
を
作
り
た
い
と
、２
０
２
０
年

知りたい！
聴きたい！

こんなとりくみ

第第
2424
回回

地
域
や
住
ま
い
の
悩
み
ご
と
解
決
し
ま
す
！

吉
井
佑
香
さ
ん
（
合
同
会
社
発
達
の
木　

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所　

職
人
集
団　

管
理
者
兼
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
）

越
智
正
次
さ
ん
　（
同 

利
用
者
）

職
人
集
団
（
愛
媛
県
・
今
治
市
）
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業
は
も
ち
ろ
ん
、職
人
集
団
の
利
用

者
も
福
祉
の
部
分
で
は
エ
ン
ド
ユ
ー

ザ
ー
で
す
。こ
の
２
つ
の
パ
ズ
ル
を

組
み
立
て
て
い
く
こ
と
で
、楽
し
み

な
が
ら
育
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。そ
し
て
「
失
敗
し
て
も
い
い

ん
だ
よ
」を
合
言
葉
に
、仕
事
と
し
て

も
本
格
的
な
こ
と
を
楽
し
く
学
び
過

ご
せ
る
場
所
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
を
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に 

リ
フ
ォ
ー
ム

吉
井　

事
業
所
の
あ
る
地
域
に
は
空

き
家
が
多
く
あ
り
ま
す
。
職
人
集
団

を
運
営
す
る「
合
同
会
社
発
達
の
木
」

で
は
、
そ
の
対
策
と
し
て
物
件
を
リ

フ
ォ
ー
ム
し
て
法
人
の
障
害
者
向
け

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
し
て
活
用
し
よ

う
と
決
め
、
そ
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
職

指
導
経
験
の
あ
る
人
な
ど
い
ま
す
の

で
、専
門
的
な
仕
事
も
工
程
を
切
り

分
け
、わ
か
り
や
す
く
説
明
し
な
が

ら
楽
し
く
作
業
を
進
め
て
い
き
ま

す
。も
ち
ろ
ん
仕
事
の
質
に
も
こ
だ

わ
り
、現
在
は
、６
軒
目
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。ま
た
、昨
年
末

に
は
一
般
の
お
客
様
か
ら
キ
ッ
チ
ン

リ
フ
ォ
ー
ム
の
お
仕
事
を
い
た
だ

き
、利
用
者
さ
ん
と
ス
タ
ッ
フ
総
出

人
集
団
が
請
け
負
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
お
客
様
の
リ
フ
ォ
ー
ム
で
あ

れ
ば
失
敗
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
同

一
法
人
で
あ
れ
ば
、
ゆ
っ
く
り
時
間

を
か
け
て
、
多
少
失
敗
し
て
も
や
っ

て
み
よ
う
と
ワ
ー
カ
ー
さ
ん
も
安
心

し
て
作
業
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

リ
フ
ォ
ー
ム
は
、程
度
に
も
よ
り

ま
す
が
、大
規
模
な
も
の
だ
と
床
や

壁
、天
井
を
は
が
す
こ
と
か
ら
始
ま

り
、ク
ッ
シ
ョ
ン
フ
ロ
ア
貼
り
作
業
、

壁
の
施
工
か
ら
ク
ロ
ス
張
り
な
ど
の

大
工
作
業
や
電
気
工
事
も
行
な
っ
て

い
き
ま
す
。ワ
ー
カ
ー
さ
ん
は
そ
れ

ぞ
れ
の
で
き
る
こ
と
や
得
意
分
野

に
合
わ
せ
て
作
業
を
担
当
し
ま
す
。

「
職
人
集
団
」の
ス
タ
ッ
フ
に
は
、電

気
工
事
や
内
装
工
事
の
職
人
だ
っ
た

人
や
造
船
会
社
で
外
国
人
研
修
生
の

越智さん（左）と吉井さん
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で
す
べ
て
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

「
職
人
集
団
」
ワ
ー
カ
ー
さ
ん
の
声

越
智　

私
は
２
０
２
１
年
９
月
か
ら

「
職
人
集
団
」
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

病
院
を
退
院
し
て
か
ら
元
気
に
な
っ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
相
談
員
さ
ん

や
主
治
医
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
住

ま
い
を
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
、
日
中

は
職
人
集
団
で
仕
事
を
し
て
は
と
勧

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
は
現
場
で
、
壁
用
の
石
膏
ボ
ー

ド
を
採
寸
し
て
切
り
出
し
、
電
気
ド

リ
ル
で
打
ち
付
け
る
作
業
を
し
て
い

ま
す
。
リ
フ
ォ
ー
ム
作
業
の
進
み
具

合
で
い
ろ
ん
な
こ
と
を
や
り
ま
す

ね
。
最
初
は
と
ま
ど
っ
た
け
れ
ど
、

皆
の
仕
事
を
見
な
が
ら
少
し
ず
つ
覚

え
て
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

仕
事
で
大
変
だ
と
思
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。み
ん
な
と
ワ
イ
ワ
イ
し
な

が
ら
作
業
を
し
て
い
る
の
で
楽
し
い

で
す
よ
。完
成
し
た
と
き
は
達
成
感
が

あ
り
ま
す
し
、仕
事
先
で
“
あ
り
が
と

う
”と
言
わ
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

今
は
、自
分
が
リ
フ
ォ
ー
ム
に
参
加
し

た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
住
ん
で
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
は
、他
の
人
に
仕
事
を

教
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

吉
井　

越
智
さ
ん
は
、
す
で
に
新
し

く
入
っ
た
ワ
ー
カ
ー
さ
ん
た
ち
に
作

業
を
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
し
。
私

も
昨
年
異
動
し
て
き
た
ば
か
り
な
の

で
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
ワ
ー
カ
ー

さ
ん
に
教
え
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
生
活

も
、
日
用
品
の
買
い
物
に
行
っ
た
り

皆
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
に
行
っ
た
り
、
以

前
よ
り
楽
し
く
な
っ
た
そ
う
で
す
よ
。

「
職
人
集
団
」
の
活
動

吉
井　

現
在
「
職
人
集
団
」で
実
施

し
て
い
る
事
業
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

キッチン壁・パネルリフォーム〈前〉と〈後〉
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紹
介
し
て
い
る
壁
紙
・
ク
ッ
シ
ョ
ン

フ
ロ
ア
張
替
え
、リ
フ
ォ
ー
ム
・
大
工

工
事
、電
気
工
事
、エ
ア
コ
ン
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
・
取
付
、洗
車
・
オ
イ
ル
交
換
、

デ
ー
タ
入
力
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
、

Ｐ
Ｃ
・
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
の
修
理
、ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
作
成
の
他
に
も
、子
ど
も
の

施
設
清
掃
や
タ
オ
ル
詰
め
な
ど
の
軽

作
業
も
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
ま
す
の
で
、

力
仕
事
を
敬
遠
さ
れ
る
女
性
の
方
や
、

身
体
障
害
の
あ
る
方
も
大
歓
迎
で
す
。

　

仕
事
の
営
業
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
他
、地
域
に
チ
ラ
シ
を
配
る
な
ど
し

て
い
ま
す
。ま
た
、法
人
の
代
表
が
地

元
電
気
店
の
社
長
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、仕
事
に
行
っ
た
先
の
お
宅
で
耳
に

し
た
困
り
ご
と
、例
え
ば
植
木
の
剪
定

や
ゴ
ミ
捨
て
、ク
ロ
ス
の
張
替
え
な
ど

を
仕
事
と
し
て
紹
介
し
て
く
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。剪
定
作
業
は
年
１
回

で
す
が
「
ま
た
次
も
頼
む
ね
」と
言
わ

れ
た
り
、ク
ロ
ス
貼
り
の
仕
上
が
り
が

よ
か
っ
た
ら
「
ま
た
こ
こ
も
や
っ
て

ね
」と
別
の
箇
所
を
頼
ま
れ
た
り
、リ

ピ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
る
方
も
い
る
の

が
う
れ
し
い
で
す
。

「
職
人
集
団
」
の
こ
れ
か
ら

吉
井　

私
は
こ
の
法
人
立
ち
上
げ
時

か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
ま
で

福
祉
と
は
ま
っ
た
く
関
わ
り
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。２
０
２
２
年
４
月

に
「
職
人
集
団
」に
異
動
し
て
環
境
は

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
が
、み
ん
な
と

ワ
イ
ワ
イ
楽
し
く
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。「
職
人
集
団
」に
は
福
祉
と
仕
事
の

２
つ
の
側
面
が
あ
り
ま
す
が
、仕
事
一

つ
一
つ
を
大
切
に
し
な
が
ら
リ
ピ
ー

タ
ー
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

そ
し
て
、ワ
ー
カ
ー
さ
ん
の
工
賃
は
比

較
的
高
い
と
は
思
い
ま
す
が
、ス
キ
ル

の
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。さ

ら
な
る
工
賃
ア
ッ
プ
の
た
め
に
も
、専

門
的
な
技
術
を
身
に
着
け
て
も
ら
い
、

将
来
的
に
は
ワ
ー
カ
ー
さ
ん
だ
け
で

現
場
が
ま
わ
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

で
さ
ら
に
工
賃
ア
ッ
プ
し
て
い
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
取
材
・
編
集
委
員　

菅
原
か
ほ
る
）

ボードの継ぎ目やネジ穴にパテを
塗って壁紙クロスを貼る準備
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❖「カンタンてぬき術」のレシピ 絶賛募集中です。みなさんからのご応募をお待ちしています。
　 　できましたら写真も送っていただけるとうれしいです(・∀・)

〈コメント〉　
意外とホクホクして美味しいですよ！

　（作り方）

　１．さつまいもを水でよく洗う

　２．ペーパータオルで水気を取る

　３．サランラップでキッチリつつむ

　４．電子レンジ 600W で５分

　５．フォークを刺して、スッと通れば完成！

　　　（固い場合は少しずつ追加して様子を見る）

電子レンジでチンした状態ラップでキッチリつつんだ状態

できあがり！

塩

シナモンシュガー

●お好みで味付けを

楽しんでくださいネ
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カンタンてぬき術（料理編）

調理が簡単！我が家で作る手抜き料理　その 30

■とっておきの「簡単・手抜き料理」を伝授します

おばあちゃんの簡単ふかしいも

ペンネーム・鈴木すずさんから、下記の投稿をいただき

ました。

我が家の定番おやつです。

（材料１人分）

・さつまいも（細長いものが火が通りやすい）

・サランラップ

・ペーパータオル

・お好みで味付け（ピーナッツバター、マーガリンと

　シナモンシュガー、塩など）
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で
も
、動
か
し
が
た
く
て
、ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
事

例
で
す
。

　

ど
う
に
も
動
か
し
が
た
い
現
実
が
、

相
談
に
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。も
ち
ろ
ん
、持
ち
込
む
方
も
、な

す
す
べ
が
な
い
こ
と
を
い
や
と
い
う

ほ
ど
ご
存
知
で
す
。し
か
し
、た
と
え

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
誰
も
知
る
は

ず
が
な
い
と
し
て
も
、話
す
こ
と
で
、

誰
か
に
聞
い
て
も
ら
い
た
い
と
思
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
う
し
た
追
い
詰

め
ら
れ
た
よ
う
な
気
持
が
相
談
へ
と

人
を
向
か
わ
せ
、そ
し
て
、う
め
き
の

よ
う
な
つ
ぶ
や
き
と
し
て
も
た
ら
さ

れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
相
談
を
前
に
す
る
と

き
、家
族
相
談
員
は
ど
の
よ
う
な
心

が
ま
え
で
受
け
と
め
れ
ば
い
い
の
で

　

こ
の
た
び
、家
族
相
談
員
向
け
に
、

家
族
サ
ポ
ー
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
企
画
委

員
会
に
て
、「
共
感
の
も
つ
可
能
性
」

「
困
難
事
例
１
・
２
」「
支
援
者
と
の
協

働
」と
い
っ
た
４
本
の
ス
ラ
イ
ド
動
画

か
ら
な
る
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
を
作

成
し
ま
し
た
。こ
こ
で
は
、「
共
感
の
も

つ
可
能
性
」を
中
心
に
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

◆
問
題
意
識

　

第
２
弾
に
あ
た
る
今
回
の
教
材
は
、

第
１
弾
の
教
材
「
家
族
相
談
ｅ
ラ
ー

ニ
ン
グ
研
修
」な
ど
に
お
い
て
、家
族

相
談
員
に
求
め
ら
れ
る
基
礎
的
な
考

え
方
や
姿
勢
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た

内
容
を
踏
ま
え
な
が
ら
、半
歩
で
も
先

に
進
め
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
作

成
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
際
に
問
題
と
し
て
意
識
さ
れ

た
の
は
、「
相
談
に
持
ち
込
ま
れ
る
困

難
事
例
に
向
き
あ
う
と
き
の
心
が
ま

え
」で
す
。困
難
事
例
と
は
、ご
家
族
の

か
か
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
現
実
の
中

家
族
相
談
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
研
修

―
精
神
障
害
者
家
族
の

サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
オ
ン
ラ
イ
ン
整
備
の
拡
充
事
業

―

　
共
感
の
も
つ
可
能
性

家
族
サ
ポ
ー
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
企
画
委
員
会
、
東
洋
大
学　

稲
沢
公
一
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し
ょ
う
か
。そ
ん
な
問
題
意
識
で
検
討

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

◆
「
共
感
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド

　

第
１
弾
の
教
材
で
は
、傾
聴
し
な
が

ら
「
生
活
上
の
悩
み
や
困
難
さ
」に
対

し
て
共
感
す
る
こ
と
の
大
切
さ
が
く

り
返
し
説
か
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
た

め
、今
回
の
教
材
で
も「
共
感
」を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
受
け
つ
い
で
い
く
こ

と
に
し
ま
し
た
。と
は
い
え
、同
じ
こ

と
を
言
い
か
え
て
い
く
だ
け
で
は
も

の
足
り
な
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、二
つ

の
点
に
絞
っ
て
少
し
先
に
進
め
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

　

第
１
弾
の
教
材
で
は
、共
感
の
ス
キ

ル
と
し
て
、「
相
手
の
気
持
ち
を
汲
み

取
っ
た
言
葉
を
伝
え
る
」こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、こ
の
内
前
半
の
「
相

手
の
気
持
ち
を
汲
み
取
る
」こ
と
に
重

点
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
、

第
２
弾
で
は
、後
半
の
「
言
葉
を
伝
え

る
」こ
と
に
着
目
し
て
説
明
を
加
え
て

い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
回
は
、困
難
事
例
と
い
う

動
か
し
が
た
い
現
実
を
前
に
す
る
と

き
を
想
定
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
よ
う

な
状
況
に
お
い
て
、共
感
す
る
だ
け
で

は
何
の
役
に
も
立
た
な
い
の
で
は
な

い
か
と
も
思
わ
れ
ま
す
が
、そ
う
し
た

場
合
で
も
共
感
す
る
こ
と
で
、何
か
が

変
わ
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
こ
と

を
示
し
て
お
き
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
可
能
性
で
あ
っ
て
、共
感
に

よ
っ
て
必
ず
変
わ
る
な
ど
と
は
言
え

な
い
の
で
す
が
、逆
に
可
能
性
が
あ
る

だ
け
で
も
、困
難
事
例
と
向
き
あ
う
心

構
え
と
し
て
、共
感
に
も
意
義
が
あ
る

と
言
え
ま
す
。共
感
の
も
つ
可
能
性
を

頭
の
片
隅
で
意
識
し
な
が
ら
、困
難
事

例
と
向
き
あ
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
た

わ
け
で
す
。

◆
「
私
」を
主
語
と
す
る
共
感

　

相
談
に
お
い
て
、相
手
の
気
持
ち
を

汲
み
取
る
共
感
の
大
切
さ
は
、誰
で
も

わ
か
る
こ
と
で
す
が
、そ
う
い
う
意
味

で
の
共
感
が
難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。同
じ
家
族
と
し
て
重
な
り
合
う
経

稲沢公一さん
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と
は
い
え
、困
難
事
例
と
い
っ
た
動

か
し
が
た
い
現
実
を
突
き
つ
け
ら
れ

る
と
、言
葉
の
無
力
さ
を
思
い
知
ら
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。共
感
す
る
だ

け
で
は
、限
界
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

た
し
か
に
、い
く
ら
共
感
し
て
気
持

ち
を
汲
み
取
ろ
う
と
し
、あ
る
い
は
、

必
死
で
言
葉
を
探
し
出
し
て
伝
え
よ

う
と
し
て
も
、現
実
が
変
わ
る
な
ど
と

い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、そ
の
よ
う
な
場
合
で
も
、

共
感
に
よ
っ
て
何
も
変
わ
ら
な
い
な

ど
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。必
ず

変
わ
る
な
ど
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、変
わ
る
可
能
性
は
ひ
そ
ん
で

い
ま
す
。

　

そ
れ
が
、現
実
に
対
す
る
「
と
ら
え

方
」で
す
。現
実
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、

験
を
し
て
い
る
こ
と
も
多
い
の
で
す

が
、何
に
悩
み
、ど
の
よ
う
な
つ
ら
さ

を
抱
え
て
き
た
の
か
も
、や
は
り
、一

人
ひ
と
り
違
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

気
持
ち
を
汲
み
取
る
こ
と
が
む
ず

か
し
い
と
感
じ
ら
れ
た
と
き
は
、「
も

し
自
分
が
そ
う
い
う
状
況
に
置
か
れ

た
と
し
た
ら
」あ
る
い
は
「
も
し
自
分

が
そ
う
い
う
経
験
を
し
た
と
し
た
ら
」

な
ど
と
冷
静
に
考
え
て
、共
感
的
に
理

解
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。そ
の

際
に
は
、あ
く
ま
で
も
「
私
」を
主
語

と
し
て
、「
私
は
そ
う
い
う
経
験
を
し

た
こ
と
が
な
い
の
で
す
が
、○
○
の
よ

う
な
感
じ
で
し
ょ
う
か
」と
い
っ
た
言

葉
を
探
し
出
し
て
伝
え
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、た
と
え
実
感
が
で
き

な
く
て
も
、冷
静
に
考
え
、言
葉
を
伝

え
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、相
手
の
こ

と
を
理
解
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
る

共
感
的
な
姿
勢
を
示
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
わ
け
で
す
。

◆
変
え
ら
れ
な
い
「
現
実
」と 

変
え
ら
れ
る
「
と
ら
え
方
」

　

相
手
の
気
持
ち
を
汲
み
取
る
こ
と

が
必
ず
し
も
十
分
に
は
行
え
な
い
と

き
で
も
、可
能
な
限
り
理
解
し
た
言
葉

を
伝
え
る
こ
と
で
共
感
し
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
を
わ
か
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
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「
と
ら
え
方
」が
変
わ
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
。た
と
え
ば
、初
め
て
試
み
た
バ

イ
ト
が
「
３
日
し
か
続
か
な
か
っ
た
」

と
と
ら
え
る
の
か
、「
３
日
も
続
い
た
」

と
と
ら
え
る
の
か
で
は
、そ
の
後
の
展

開
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
す
（
詳

し
く
は
、教
材
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

◆
抱
え
込
ま
な
い
こ
と

　

家
族
相
談
員
に
は
、同
じ
家
族
と
し

て
の
つ
ら
さ
を
体
験
し
て
き
た
と
い

う
強
み
が
あ
り
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、

心
の
底
か
ら
共
感
し
、自
分
の
経
験
を

開
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。し
か

し
、そ
れ
だ
け
で
は
、動
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
現
実
が
あ
る
の
も
、ま
た
事

実
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、こ
の
社
会
に
は
、家
族

相
談
員
に
は
変
え
ら
れ
な
い
こ
と
で

も
、変
え
て
い
く
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

経
験
と
し
て
身
に
着
け
て
い
る
人
た

ち
が
い
ま
す
。地
域
の
支
援
者
た
ち
で

す
。そ
れ
ぞ
れ
に
分
野
は
限
ら
れ
る
と

は
い
え
、現
実
の
一
部
を
変
え
て
き
た

人
々
で
す
。現
実
を
動
か
す
経
験
を
身

に
着
け
た
人
た
ち
に
つ
な
げ
る
こ
と

も
、家
族
相
談
員
の
役
割
で
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

変
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
、抱
え
込
ま

ず
に
手
放
し
て
、地
域
の
支
援
者
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
も
ま
た
、家
族
相
談

員
の
「
で
き
る
こ
と
」で
あ
る
と
い
え

ま
す
。

　

第
２
弾
の
教
材
は
、４
月
か
ら
視
聴

で
き
ま
す
。決
し
て
抱
え
込
む
こ
と
な

く
、し
か
し
、ま
だ
苦
し
む
ご
家
族
の

気
持
ち
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。　

家族相談員ｅラーニング研修

　家族相談員ｅラーニング研修とは、都道
府県家族会連合会の傘下にある家族会（単
会）に所属する家族会員の方で、電話相談
員になろうとする方、すでに電話相談員と
して活動されている方が知識とスキルを学
び、日々の相談活動に役立てていただくこ
とを目的としたオンライン研修です。
　受講を希望される方は、事務局にお問い
合わせください。（☎ 03 - 5941 - 6345）
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希死念慮希死念慮がが癖癖のの
非定型非定型うつの25うつの25歳歳ですですあっちこっちあっちこっち

あかつきあかつき

そ
れ
も

そ
れ
も

そ
の
は
ず

そ
の
は
ず

と
り
あ
え
ず

薬
出
し
と
き

ま
す
ね

症
状
を
言
っ
て

そ
れ
に
効
く
薬
は

出
し
て
貰
え
る
が

私私のの七転七転びび八起八起きき

病
名
病
名
は
い
っ
て
く
れ
な
い

は
い
っ
て
く
れ
な
い

聞聞
き
た
い
け
ど

き
た
い
け
ど

判
断
判
断
にに
困困
っ
て
い
る
の
か
も
と

っ
て
い
る
の
か
も
と

思思
い
な
か
な
か

い
な
か
な
か

言言
いい
出出
せ
な
い

せ
な
い

私
っ
て
何
の

病
気
な
の
か

心
療
内
科

心
療
内
科
にに

通通
い
だ
し
て

い
だ
し
て

数
年
数
年
…… は

っ
き
り

さ
せ
た
い
！
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非
定
型

非
定
型
う
つ
う
つ

で
す
で
す

自
分
で

ネ
ッ
ト
で

調
べ
る
し
か

な
い
か

通
院
し
て

七
年
経
っ
て

病
名
が
は
っ
き
り

し
て
対
処
法
を

今
探
今
探
し
て
い
ま
す

結
果
結
果
……
神
経
症

神
経
症
→→

う
つ
う
つ
病病
→→
双
極
性
障
害

双
極
性
障
害
……

症
状
症
状
をを
検
索
検
索
し
て
は

し
て
は

病
名
病
名
をを
転
々
転
々
とと
変変
え
て
い
た

え
て
い
た

い
や
！

私
っ
て

「「
私私
っ
て
っ
て
甘甘
え
て
え
て

い
る
の
か

い
る
の
か
?!?!
」」

…
と
…
と

不
安
不
安
に
な
る

に
な
る

先
生
…

何
の

病
名
で
す
か

こ
れ
は

だ
め
だ

専
門
家

で
も
な
い
の
に
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お
知
ら
せ
し
ま
す

お
知
ら
せ
し
ま
す

み
ん
な
ね
っ
と
の
活
動

み
ん
な
ね
っ
と
の
活
動

■
精
神
障
害
の
あ
る
人
の
未
来
を
拓
く

集
い
～
日
本
弁
護
士
連
合
会
主
催

　

１
月
26
日
に
衆
議
院
第
一
議
員
会

館
に
て
開
催
さ
れ
た
日
弁
連
主
催
の

院
内
集
会
に
、
小
幡
事
務
局
長
（
岡

田
理
事
長
代
理
）
が
登
壇
者
と
し
て

参
加
し
ま
し
た
。

　

集
会
の
基
調
講
演
は
、「
到
達
可

能
な
最
高
水
準
の
心
身
の
健
康
の
権

利
に
関
す
る
国
連
特
別
報
告
官
報
告

と
日
本
に
お
け
る
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
立

案
及
び
実
施
の
必
要
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
ダ
ニ
ウ
ス
・
プ
ラ
ス
氏
（
元
国

連
健
康
の
権
利
特
別
報
告
者
、
精
神

科
医
）
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ダ
ニ
ウ
ス
さ
ん
が
「
病
気
（
精
神

疾
患
）
が
世
界
に
と
っ
て
負
担
で
あ

る
」
と
い
う
医
学
化
さ
れ
た
考
え
方

に
疑
問
を
呈
し
、
反
対
す
る
見
解
と

し
て
、
阻
害
要
因
が
世
界
の
負
担
で

あ
る
と
い
う
観
点
が
注
目
さ
れ
て
き

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
「
生
物
医
学
的
モ
デ
ル
と
生
物
医

学
的
介
入
へ
の
過
度
の
依
存
は
、無

力
感
、排
除
、ス
テ
ィ
グ
マ
、差
別
の

悪
循
環
を
強
化
し
、こ
れ
は
有
害
で

あ
る
可
能
性
が
あ
る
。最
も
重
要
な

の
は
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
決
定
要

因
で
あ
る
不
平
等
、差
別
、暴
力
に
対

処
す
る
こ
と
。脳
よ
り
も
関
係
性
に

目
標
を
定
め
る
べ
き
で
あ
る
。う
つ

病
は
科
学
的
不
均
衡
で
は
な
く
力
の

不
均
衡
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
可
能

性
が
大
き
い
。」と
の
指
摘
で
す
。

　

そ
し
て
、「
精
神
障
害
へ
の
差
別

や
強
制
入
院
は
人
権
侵
害
で
あ
る
と

政
治
家
や
行
政
に
訴
え
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
、
日
本
は
民
主
主
義
を
発

揮
し
て
い
く
こ
と
」
で
政
策
を
変
え

て
い
く
こ
と
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
事
者
の
立
場
と
し
て
、
鷺
原
由

佳
さ
ん
（
Ｄ
Ｐ
Ｉ
日
本
会
議
）
や
堀

合
雄
一
郎
さ
ん
（
神
奈
川
精
神
医
療

人
権
セ
ン
タ
ー
）
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
、
当
事
者
に
と
っ
て
安
心
・
癒

さ
れ
る
生
活
と
適
切
な
医
療
が
大
切

で
あ
る
旨
を
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
幡
事
務
局
長
は
「
み
ん
な
ね
っ

と
提
言
」
の
紹
介
と
家
族
依
存
で
な

く
、
社
会
的
責
任
で
の
ケ
ア
が
必
要

で
あ
る
こ
と
。
支
援
者
と
し
て
で
は

な
く
、
家
族
自
身
の
生
活
を
歩
め
る

未
来
を
拓
く
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

■
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活

を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

　

昨
年
12
月
10
日
に
法
案
が
成
立
し

ま
し
た
。
厚
生
労
働
省
の
ま
と
め
て
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い
る
概
要
か
ら
、
精
神
障
害
者
の
希

望
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
体
制
の

整
備
に
関
係
す
る
分
野
に
つ
い
て
、

紹
介
し
ま
す
。

【
障
害
者
雇
用
促
進
法
】

　
「
障
害
者
雇
用
促
進
法
に
お
い
て

は
、障
害
者
の
職
業
的
自
立
を
促
進
す

る
と
い
う
法
の
趣
旨
か
ら
、事
業
主
に

雇
用
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
、

週
所
定
労
働
時
間
が
20
時
間
以
上
の

労
働
者
と
な
っ
て
い
る
。他
方
で
、障

害
特
性
で
長
時
間
の
勤
務
が
難
し
い

こ
と
等
に
よ
り
、週
所
定
労
働
時
間
20

時
間
未
満
で
の
雇
用
を
希
望
す
る
者

は
、い
ず
れ
の
障
害
種
別
で
も
一
定
数

存
在
し
、特
に
精
神
障
害
者
で
多
い
。

こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、週
20
時

間
未
満
の
労
働
時
間
で
あ
れ
ば
働
く

こ
と
が
で
き
る
者
の
雇
用
機
会
の
拡

大
を
図
る
こ
と
が
必
要
」を
現
状
と
課

題
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
法
改
正
内
容
は
「
雇
用
義
務
の

対
象
外
で
あ
る
週
所
定
労
働
時
間
10

時
間
以
上
20
時
間
未
満
の
重
度
身
体

障
害
者
、重
度
知
的
障
害
者
及
び
精
神

障
害
者
に
対
し
、就
労
機
会
の
拡
大
の

た
め
、実
雇
用
率
に
お
い
て
算
定
で
き

る
よ
う
に
す
る
。」と
な
り
ま
し
た
。

【
精
神
保
健
福
祉
法
】

　
「
①
家
族
等
が
同
意
・
不
同
意
の

意
思
表
示
を
行
わ
な
い
場
合
に
も
、

市
町
村
長
の
同
意
に
よ
り
医
療
保
護

入
院
を
行
う
こ
と
を
可
能
と
す
る

等
、
適
切
に
医
療
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
す
る
ほ
か
、
医
療
保
護
入
院
の

入
院
期
間
を
定
め
、
入
院
中
の
医
療

保
護
入
院
者
に
つ
い
て
、
一
定
期
間

ご
と
に
入
院
の
要
件
の
確
認
を
行

う
。」と
さ
れ
ま
し
た
。
み
ん
な
ね
っ

と
は
、
家
族
等
同
意
を
廃
止
し
て
、

社
会
的
責
任
に
お
い
て
の
入
院
制
度

を
望
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
段
階

で
は
、
代
わ
る
制
度
に
な
ら
な
い
た

め
、
苦
肉
の
策
で
の
市
町
村
同
意
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
市
町
村
同
意
が

形
骸
化
し
て
お
り
、
乱
用
に
つ
な
が

ら
な
い
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　
「
②
市
町
村
長
同
意
に
よ
る
医
療

保
護
入
院
者
を
中
心
に
、
本
人
の
希

望
の
も
と
、
入
院
者
の
体
験
や
気
持

ち
を
丁
寧
に
聴
く
と
と
も
に
、
必
要

な
情
報
提
供
を
行
う
「
入
院
者
訪
問

支
援
事
業
」
を
創
設
す
る
。
ま
た
、

医
療
保
護
入
院
者
等
に
対
し
て
行
う

告
知
の
内
容
に
、
入
院
措
置
を
採
る

理
由
を
追
加
す
る
。」

　

入
院
さ
れ
て
い
る
方
の
権
利
擁
護

を
す
す
め
て
い
く
に
は
ま
だ
ま
だ
不

十
分
で
す
。
入
院
患
者
全
員
が
そ
の

対
象
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
社
会

的
入
院
が
拡
大
し
な
い
よ
う
に
し
な
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け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
③
虐
待
防
止
の
た
め
の
取
組
を

推
進
す
る
た
め
、
精
神
科
病
院
に
お

い
て
、
従
事
者
等
へ
の
研
修
、
普
及

啓
発
等
を
行
う
こ
と
と
す
る
。ま
た
、

従
事
者
に
よ
る
虐
待
を
発
見
し
た
場

合
に
都
道
府
県
等
に
通
報
す
る
仕
組

み
を
整
備
す
る
。」

　

虐
待
に
つ
い
て
は
、
本
来
、
障
害

者
虐
待
防
止
法
で
取
り
扱
わ
れ
る
よ

う
に
な
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
し
か

し
、
痛
ま
し
い
事
件
が
あ
る
今
日
、

少
し
で
も
早
く
救
済
さ
れ
る
こ
と
、

虐
待
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
を
病
院
の

自
浄
作
用
に
頼
る
こ
と
な
く
、
外
部

か
ら
の
風
通
し
も
よ
く
し
て
改
善
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
社
会
保
障
審
議
会
障
害
者
部
会

（
第
１
３
４
回
）

　

１
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
障
害
者

部
会
の
主
な
議
題
は
「
障
害
福
祉
計

画
及
び
障
害
児
福
祉
計
画
等
の
見
直

し
に
つ
い
て
」で
し
た
。当
会
の
岡
田

理
事
長
の
発
言
趣
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
相
談
支
援
体
制
の
構
築
」
を
「
相

談
支
援
体
制
の
充
実
・
強
化
」
と
し

た
こ
と
は
大
変
よ
か
っ
た
。た
だ「
相

談
支
援
事
業
者
等
は
、
障
害
者
等
及

び
そ
の
家
族
が
抱
え
る
複
合
的
な
課

題
を
把
握
し
」
の
後
に
、「
家
族
へ

の
支
援
も
含
め
」
を
加
え
、「
適
切

な
保
健
、
医
療
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

つ
な
げ
る
」
と
し
て
ほ
し
い
。

　
「
精
神
障
害
者
及
び
精
神
保
健
に

課
題
を
抱
え
る
者
並
び
に
そ
の
家
族

に
対
し
て
」
と
い
う
こ
と
で
、
精
神

障
害
者
家
族
へ
の
支
援
の
必
要
性
を

書
き
込
ん
で
い
た
だ
け
た
こ
と
は
大

変
に
よ
か
っ
た
。
し
か
し
、
特
定
の

障
害
に
限
ら
ず
、
障
害
が
あ
る
人
へ

の
支
援
に
は
常
に
家
族
へ
の
支
援
を

欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
視
点

を
書
き
込
む
こ
と
を
求
め
た
い
。
理

由
は
、
障
害
が
あ
る
本
人
が
未
成
年

の
場
合
は
、
自
然
な
流
れ
で
家
族
支

援
も
視
野
に
取
り
組
ま
れ
や
す
い

が
、
成
人
し
た
本
人
の
家
族
へ
の
支

援
の
視
点
が
弱
い
と
い
う
現
状
が
あ

る
の
で
、
文
章
全
体
の
頭
に
「
家
族

へ
の
支
援
」
を
明
記
し
て
ほ
し
い
。

　

家
族
の
負
担
軽
減
の
た
め
だ
け
で

は
な
く
、
本
人
も
家
族
も
、
そ
れ
が

親
子
で
あ
り
、
兄
弟
で
あ
り
、
夫
婦

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が

独
立
し
た
一
個
人
で
あ
る
と
い
う
、

本
人
と
家
族
と
の
適
切
な
距
離
を
保

つ
と
い
う
こ
と
が
、
本
人
の
意
思
に

沿
っ
た
支
援
を
す
る
上
で
重
要
な
こ

と
。
そ
の
た
め
に
は
家
族
の
思
い
を

き
ち
ん
と
聴
く
、
適
切
な
情
報
提
供

を
す
る
な
ど
、
家
族
自
身
に
視
点
を

当
て
た
支
援
を
す
る
こ
と
が
、
本
人
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を
支
援
す
る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
こ
と
と
考
え
ま
す
。

　

も
う
一
点
は
、
農
福
連
携
の
障
が

い
者
代
行
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
し
て
、
違

法
で
は
な
い
に
し
て
も
、」
や
は
り

本
来
目
指
す
べ
き
障
害
者
就
労
と
は

異
な
る
就
労
形
態
で
は
な
い
か
。
厚

労
省
と
し
て
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る

の
か
を
問
い
ま
し
た
。（
厚
労
省
回

答
：
違
法
の
場
合
は
厳
格
に
対
処
す

る
。
ご
意
見
を
関
係
部
局
と
共
有
し

て
い
く
と
の
こ
と
）　　
　

 （
小
幡
）

みんなねっと事務局の動き

1 月 8 日（日） きょうだいのつどい

1 月 10 日（火）
大塚製薬共催市民公開講座振り返り

JDF パラレポ特別委員会

1 月 11 日（水）埼玉大会事前準備担当者打合せ

1 月 16 日（月）

第 123 回障害者雇用分科会に係る事前説明

【当事者活動実態調査】第 3 回有識者会議

代表理事打合せ

1 月 17 日（火）
“職場適応援助者（ジョブコーチ）の育成・

確保に関する作業部会ヒヤリング”
1 月 18 日（水）障害者雇用分科会

1 月 19 日（木）

福岡県家族相談員研修
防災コミュニティ・災害支援ネットワーク
の在り方打合せ
社保審障害者部会事前説明

1 月 20 日（金）

卓越した技能者表彰（現代の名工）におけ
る障害者部門新設ヒヤリング
旧優生保護法一時金に関する広報について
ヒヤリング

1 月 23 日（月）
社保審障害者部会 ( 第 134 回）

リモート版アドバイザー研修打ち合わせ

1 月 25 日（水）内閣府立入検査

1 月 26 日（木）
“日弁連主催～障害者権利条約から～  

精神障害のある人の 未来をひらく集い”

1 月 27 日（金）
京都府連　塚崎会長来訪

第 124 回障害者雇用分科会事前説明

1 月 28 日（土）RISTEX 会議

1 月 30 日（月）編集会議

1 月 31 日（火）
リモート版担当者研修会

オンライン面談：（医薬研究企業）



■
私
が
住
む
自
治
体
が
独
自
に

開
催
し
て
い
る
障
害
者
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し
ま
し

た
。
障
害
の
あ
る
人
へ
の
理
解

を
深
め
、
誰
も
が
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に

配
慮
・
支
援
を
す
る
人
を
養
成

す
る
講
座
で
す
。
初
級
編
で
は
、

主
に
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
・
ヘ
ル
プ

マ
ー
ク
・
障
害
等
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
専
門
的
な
知
識
や

技
術
は
な
く
て
も
、
ち
ょ
っ
と

し
た
配
慮
や
支
援
が
大
切
な
の

だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
中

級
編
も
受
講
し
ま
す
。
（
安
納
）

■
県
や
市
の
電
話
相
談
を
担
当

す
る
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ア

ラ
ー
の
実
態
に
触
れ
て
い
ま

す
。
対
応
に
苦
慮
す
る
方
に
は

心
か
ら
共
感
し
て
、
い
つ
ま
で

も
お
健
や
か
に
と
願
わ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
児
玉
真
美
さ

ん
の
“
私
た
ち
は
ふ
つ
う
に
老

い
る
こ
と
が
で
き
な
い
”
の
講

編集集後記記

編
集
後
記

　発行日　2023 年３月１日
　発行者　公益社団法人全国精神保健福祉会連合会
　　　　　理事長　岡田久実子

〒 167-0054 東京都杉並区松庵 3 丁目 13 番 12 号
TEL03-5941-6345　FAX03-5941-6347
ホームページ　www.seishinhoken.jp
郵便振替　００１３０－０－３３８３１７　加入者名　みんなねっと

印刷・製本／倉敷印刷株式会社　表紙のデザイン／ NPO 法人ぷるすあるは

月刊 みんなねっと　通巻第 191 号（2023年３月号） 定価 300 円

賛助会費（会費に購読料含む）
個別・年間　３６００円
複数・年間（お問い合わせください）

＊本誌のコピー、スキャン、デジタル化等の無断複製は著作権法上の例外を除き禁じられています。また無断転載はしないでください。

【交流サイトを開設】インターネット上で、家族同士が交流で
きるサイト「みんなねっとサロン」を開設しました。with
コロナの時代の新しい家族会活動の一つです。パソコンだけ
でなく、スマートフォンでも見やすくなっています。下記に
アクセスしてください。https://minnanet-salon.net/

演
を
聴
き
、
ま
た
著
書
も
購
入

し
ま
し
た
。
仮
死
状
態
で
生

ま
れ
た
子
の
親
と
な
っ
て
以

来
、
ケ
ア
は
当
た
り
前
と
見
な

さ
れ
自
分
の
こ
と
は
全
て
後
回

し
に
。
高
齢
化
す
る
障
害
者
家

族
の
厳
し
さ
か
ら
、
ケ
ア
ラ
ー

へ
の
支
援
は
必
須
だ
と
思
い
ま

す
。
（
飯
塚
）

■
生
ま
れ
て
初
め
て
「
ぎ
っ
く

り
腰
」
に
な
り
ま
し
た
。
座
っ
て

も
横
な
っ
て
も
激
痛
で
、
寝
ら

れ
な
い
状
態
で
し
た
。
そ
の
時

に
ぎ
っ
く
り
腰
経
験
者
の
職
員

が
「
大
丈
夫
で
す
か
？
痛
い
で

す
よ
ね
」
と
い
っ
て
く
れ
た
一

言
で
、
気
持
ち
が
楽
に
な
り
ま

し
た
。「
共
感
」
し
て
も
ら
う
こ

と
の
意
義
を
身
を
も
っ
て
体
験

し
た
瞬
間
で
し
た
。
ア
ド
バ
イ

ス
で
は
な
く
、
話
を
聴
き
気
持

ち
を
理
解
す
る
こ
と
が
相
談
で

も
人
間
関
係
に
お
い
て
も
大
事

で
す
。
日
々
精
進
で
す
。（
髙
村
）



2020 年９月にサロンを公開しましたが、想定を遙かに超え現在 4,000 名を上回る家族
の方に登録していただきました。多くのご家族にご利用いただき、その社会的ニーズの
高さを改めて認識させられております。

【今回行うみんなねっとサロンの改修について】
皆さまにご利用いただく中で、当初の仕様では、使いづらい点がいくつか出てきました。例え
ば、投稿へのコメントの仕方がわかりづらくコメントなのに新規投稿にしてしまう、など。こ
れらの問題を解決するための改修資金が必要となりますが、財源が不足しております。
ぜひ皆さまにご協力いただき、改善をはかっていきたいと存じます。
ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。

【ご寄附の方法について】
■オンライン決済（下記にアクセスまたは OR コードを読み取ってください）
https://my-site-102920-102211.square.site/
クレジットカードで寄附ができます（VISA、Mastercard、JCB、American Express、
Diners Club）
■郵便振込　００１３０－０－３３８３１７　加入者名 みんなねっと
＊通信欄に「サロン寄附」とご記入ください。
＊（郵便振込のみ）2000 円以上の寄付について寄付証明を発行させていただきます＊（郵便振込のみ）2000 円以上の寄付について寄付証明を発行させていただきます
が、ご不要の場合、「サロン寄付・不要」と通信欄にお入れください。が、ご不要の場合、「サロン寄付・不要」と通信欄にお入れください。
■銀行振込　みんなねっと事務局までお問い合わせください■銀行振込　みんなねっと事務局までお問い合わせください

さまざまな精神障害をもつ人たちの家族を対象に、家族同士が安心して気軽に繋がるこ
とができる、相談・情報交換を行うコミュニティサイトが「みんなねっとサロン」です。
With コロナ時代の新しい家族ピアサポート活動が始まっています。
匿名で全国どこからでも利用できます。スマートフォンで簡単にアクセスできます！

　　　■ご利用方法（無料）
　　　https://minnanet-salon.net/service
　　　（みんなねっとサロンで検索）または
　　　QR コードよりアクセスし、登録してください。
　　　■お問い合わせ
　　　minnanet.salon@seishinhoken.jp（メール）

◆ メルマガ会員募集中 ◆
　みんなねっとでは、メールマガジンを発行しています（無料）。当会の活動だけ
でなく、各都道府県連等関係団体の情報なども随時お知らせします。
　賛助会員の方だけでなく、一般の方も「最新情報がほしい !!」という方も、ご
登録できます。ご登録方法は、みんなねっとのホームページからご覧ください。
Twitter（ツイッター）や LINE（ライン）での情報提供も行っています。

家族向け交流サイトみんなねっとサロン
～親、子ども、きょうだい、配偶者・パートナー等　ご家族の方限定～

オンラインタイプの会員「WEB賛助会員」オンラインタイプの会員「WEB賛助会員」
（年度会費3,600円）募集のお知らせ（年度会費3,600円）募集のお知らせ

～～従来の郵送版ではなくWEB 上から「月刊みんなねっと」を閲覧でき、従来の郵送版ではなくWEB 上から「月刊みんなねっと」を閲覧でき、
スマホや PC、タブレット等からいつでもアクセスOKですスマホや PC、タブレット等からいつでもアクセスOKです～～　　

★申し込み方法★★申し込み方法★

１.新規でお申し込み１.新規でお申し込み

みんなねっとのホームページにアクセス→右上の人のマークから個人IDを取みんなねっとのホームページにアクセス→右上の人のマークから個人IDを取
得→賛助会員の申込み（オンラインタイプ）→会費納入確認後に閲覧開始と得→賛助会員の申込み（オンラインタイプ）→会費納入確認後に閲覧開始と
なります。なります。
ID の取得方法は背表紙の内側に掲載されていますので、ご覧ください☆ID の取得方法は背表紙の内側に掲載されていますので、ご覧ください☆

２.すでに個別賛助会員の方でオンラインタイプへの切り替えをご希望の方２.すでに個別賛助会員の方でオンラインタイプへの切り替えをご希望の方

みんなねっとのホームページにアクセス→右上の人のマークから個人IDを取みんなねっとのホームページにアクセス→右上の人のマークから個人IDを取
得→マイアカウントにログイン→マイアカウント内紫色の賛助会員ご入会済得→マイアカウントにログイン→マイアカウント内紫色の賛助会員ご入会済
の方はこちらより詳細情報を入れて登録→マイアカウント内オンラインタイの方はこちらより詳細情報を入れて登録→マイアカウント内オンラインタイ
プへ変更をクリックから進む→完了→会費納入確認後に閲覧開始となります。プへ変更をクリックから進む→完了→会費納入確認後に閲覧開始となります。

３．家族会・複数賛助会員の方は事務局へご相談ください。３．家族会・複数賛助会員の方は事務局へご相談ください。



精神科医療の入院って
どんな意味があるの

～精神保健福祉法について考えてみよう～
私たち全国精神保健福祉会連合会は「みんなねっと精神保健医療福祉への
提言」で「強制的な入院のあり方を問い、医療保護入院の廃止を目指す」
ことを示しています。
しかしながら、家族が日々直面している当事者の抱える病状に対し、医療
へつなげることの困難さをみれば、「医療保護入院の廃止」のみを切りだ
すというのではなく、精神科医療の入院制度の意味や生活を支える保健福
祉医療全般の課題・充実と併せてひも解いていかなければいけません。
弁護士八尋光秀さんのハンセン国賠訴訟経験も含めて学びたいと思います。

2023年
日時

３月24日 15:00-17:00
ZOOMウェビナー配信 事前申込制 参加費無料

金

講師 :八尋光秀氏  ( 弁 護 士 )
第1部

第2部

15:05～16:20
精神科医療の入院ってどんな意味がある⁈
～精神保健福祉法はそもそも合法なの？～

16:20～16:55 「意見交換」

岡田久実子(理事長)が
提言をもとに入院制度の在り方などに
ついて、八尋光秀さんに伺います

みんなねっと事務局 TEL：03-5941-6345

お 申 込 み

お 問 合 せ

2022年度みんなねっとフォーラムZOOMウェビナー配信

3月13～20日までにホームページより事前にお申込みください
https://seishinhoken.jp/informations/forum2022
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